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開議 午前１０時００分 

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） これより、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、３番久保議員、４番谷議員を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議案第２２号令和４年度陸別町一般会計予算 

◎日程第３ 議案第２３号令和４年度陸別町国民健康保険事業勘定 

特別会計予算 

◎日程第４ 議案第２４号令和４年度陸別町国民健康保険直営診療 

施設勘定特別会計予算 

◎日程第５ 議案第２５号令和４年度陸別町簡易水道事業特別会計 

予算 

◎日程第６ 議案第２６号令和４年度陸別町公共下水道事業特別会 

計予算 

◎日程第７ 議案第２７号令和４年度陸別町介護保険事業勘定特別 

会計予算 

◎日程第８ 議案第２８号令和４年度陸別町後期高齢者医療特別会 

計予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第２ 議案第２２号令和４年度陸別町一般会計予算から日

程第８ 議案第２８号令和４年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算まで、７件を一括

議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第２２号令和４年度陸別町一般会計予算ですが、

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４８億１,５３３万円と定めるものでありま

す。 

 続きまして、議案第２３号令和４年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算です

が、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４億４,４２８万４,０００円と定めるも

のであります。 
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 続きまして、議案第２４号令和４年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計

予算ですが、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億４,８９２万２,０００円と

定めるものであります。 

 続きまして、議案第２５号令和４年度陸別町簡易水道事業特別会計予算ですが、歳入

歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億５５０万６,０００円と定めるものでありま

す。 

 続きまして、議案第２６号令和４年度陸別町公共下水道事業特別会計予算ですが、歳

入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億３,８８１万円と定めるものであります。 

 続きまして、議案第２７号令和４年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算ですが、

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億１,０１６万円と定めるものであります。 

 続きまして、議案第２８号令和４年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算ですが、歳

入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４,７６７万４,０００円と定めるものでありま

す。 

 以上、議案第２２号から議案第２８号まで、７件を一括提案させていただきます。 

 内容につきましては、副町長から説明を申し上げますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、私のほうから議案第２２号から議案第２８号まで

一括して説明をさせていただきます。長時間の説明となると思いますが、よろしくお願

いいたします。 

 説明に当たりまして、全会計の共通事項でありますが、令和３年度を昨年度または前

年度、令和４年度を今年度または本年度としまして、新規事業、大型事業、主要事業を

中心に説明をさせていただきたいと思っております。 

 次に、人件費の関係でありますが、特別職、一般職、会計年度任用職員の人件費関係

につきましては、各会計の歳出の次に給与費明細書がありますので、その中に前年度と

当初の比較をした表などもつけてあります。それから議案説明書、資料ナンバー８８に

科目別職員数調べをつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 次に、ますます高騰する燃料費の関係でありますが、今年１月中旬の単価を使い予算

を編成しております。全ての燃料費のところで前年度より増額となっておりますので、

それぞれでの説明は省略させていただきます。 

 また、科目の節において、金額は違いますが例年と同様の考えで計上している内容の

ものにつきましては、例年同様の計上として説明をさせていただきますので、あらかじ

め御承知いただきたいと思います。 

 それでは、初めに、本年度予算の総括について説明をいたします。 

 議案説明書、資料ナンバー２０を御覧ください。 

 資料につきましては、令和４年度陸別町予算総括表でありまして、令和４年度当初予
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算と令和３年度の当初予算を比較した表となっております。 

 内容につきましては、町政執行方針におきまして町長が述べておりますけれども、昨

年の当初予算額と比較しますと、一般会計では１億３,００９万３,０００円の減額、特

別会計も合わせました全会計では１億２,８０１万６,０００円の減額であります。 

 なお、資料にはございませんが、一般会計の経常経費につきましては２６億１,１１４

万２,０００円で、前年度より１億１,３５６万円の増、一方、臨時経費、投資的経費に

つきましては２２億４１８万８,０００円でありまして、２億４,３６５万３,０００円の

減となっております。 

 一般会計の当初予算における昨年との比較でありますが、地方交付税が９,９８９万

７,０００円の増、基金が６,７０７万５,０００円の増、地方債は２億９,１６２万３,０

００円の減によりまして収支のバランスを取っております。 

 また、資料ナンバー２１には地方交付税の状況、２２には過疎対策事業の過疎地域自

立促進特別事業、いわゆる過疎ソフトの一覧表をつけております。 

 戻りまして、資料ナンバー３になりますが、資料ナンバーの３に令和２年度末現在か

ら令和４年度の予算計上による現在額までを記載しました基金別積立金の状況の資料が

つけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 それでは、これより議案の説明に入らせていただきます。 

 議案書、一般会計予算の１ページをお開きください。 

 議案第２２号令和４年度陸別町の一般会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

 債務負担行為。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担することができる事項、期

間及び限度額は、「第２表債務負担行為」による。 

 地方債。 

 第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表地方債」による。 

 一時借入金。 

 第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は１０億円と定める。 

 歳出予算の流用。 

 第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 
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 それでは、これより事項別明細書により説明をいたします。 

 歳出から説明をいたしますので、４０ページをお開きください。 

 ４０ページ、３、歳出であります。 

 それでは、款ごとに説明をしてまいります。 

 １款１項１目議会費は５,１１９万５,０００円、前年比３８万８,０００円の減額の予

算計上であります。早速ですが、次に４２ページをお開きください。４２ページの１７

節備品購入費の事務用備品でありますが、これは議会広報用のデジタルカメラの更新で

ありまして、このほかの議会費につきましては、４０ページの１節報酬か４２ページ１

８節負担金補助及び交付金まで、例年同様の計上であります。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費は２億６,４１４万３,０００円、前年比３,

２３４万の増額の予算計上であります。増額の主な要因としましては、３節職員手当

等、４３ページに掲載となっております退職手当組合費の増額でありますが、これは令

和４年度が、令和元年度から令和３年度までの精算の年となりまして、この精算金が３,

１９０３万２,０００円であります。当町ではこの間、複数名、５名いるのですが、自己

都合による退職者が発生したことが主な要因であります。次に４６ページをお開きくだ

さい。１８節の負担金補助及び交付金の北海道自治体情報システム協議会への負担金が

自治体オンライン手続推進に要する経費６０２万８,０００円を新たに計上するなど、前

年度より４６３万９,０００円の増額となっております。 

 なお、全会計における負担金の総額につきましては、システム改修や新事業への取組

にに係る新たな経費負担によりまして、前年度当初より１,１９９万４,０００円の増額

で計上しております。議案説明書、資料ナンバー２３に全会計分の令和４年度北海道自

治体情報システム協議会負担金の内訳がつけてありますので、後ほど御覧いただきたい

と思います。 

 続きまして、２目文書広報費は８７４万４,０００円、前年比２２万６,０００円の増

額の計上で、４６ページの１節報酬から１７ページの１８節負担金補助及び交付金ま

で、例年同様の計上であります。 

 ４７ページの下段になります。３目財政管理費は６９万３,０００円で、前年比１万

９,０００円の増額であります。予算書の印刷で、例年同様の計上であります。 

 ４目会計管理費は３３５万３,０００円、前年比９,０００円の減額の計上で、１０節

需用費から次のページの１１節役務費まで、金融機関に対する口座振替、窓口収納、派

出事務、手数料と１０節需用費の印刷製本費につきましては、決算書と出納関係帳票の

印刷が主な内容でありまして、例年同様の計上であります。 

 続きまして、４８ページをお開きください。 

 ４８ページの中段、５目財産管理費ですが２億７,０３９万７,０００円、前年比１,０

８７万６,０００円の減額の計上であります。この目では、主に財産関係の管理経費で、

総務課の関係では、役場庁舎、福祉館、公用車、りくべつ鉄道などの維持管理や公共施



― 7 ― 

設の除排雪、基金関係などの予算、町民課関係では、地積図、テレビ中継局、光ケーブ

ル通信管理などの予算、教育委員会関係では、タウンホールの維持管理などが計上され

ております。 

 本年度の主な事業内容について御説明をいたします。５０ページをお開きください。 

 まず、１２節の委託料の上から４番目、福祉バス代替車両等運行でありますが、これ

まで１７年間使用してまいりまして更新時期を迎えております現有の福祉バスでありま

すが、このバスについては更新をせず、スクールバス等の利用に加え、大人数の利用の

際には町外バス会社の大型車を利用しまして運行委託により対応しようとするものであ

ります。２１０万２,０００円計上しております。４事業空けまして、車両運行管理であ

りますが、これは町長公用車の運行委託料でありまして、昨年は陸別ハイヤーの借上げ

で対応しまして、町長公用車については町で保管しておりましたが、利用が少なく経費

だけがかかってしまいますので、この車両の有効利用について検討した結果、スクール

バスと同様、町有車両を利用して運行委託とするもので１０２万２,０００円を計上いた

しました。５１ページになりますが、５１ページの一つ目の基本設計につきましては、

役場庁舎の衛生器具、給排水設備と更新に係る実施設計でありまして、次年度以降の庁

舎改修実施のため７１８万８,０００円を計上いたしました。次に、タウンホール管理の

中の一番下を御覧ください。設備改修でありますが、これはタウンホールの現有の音響

機器が部品がないなど今後の修理が不可能な状況でありまして、機器自体も限界に来て

おりますことから、令和４年度は１,４０８万円を計上し、令和５年度と２か年で更新を

しようとするものであります。議案説明書、資料ナンバー２４に年度ごとに更新する機

器等を掲載しておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 次に、５２ページをお開きください。 

 １４節工事請負費に移りまして、建物解体でありますが、平成２７年に寄附を受けま

した旧鹿野水産店舗等の解体でありまして１,６４９万３,０００円の計上。令和３年度

内にアスベスト調査、その後の実施設計等を実施したことで、期間がなく解体ができな

かったため、改めて新年度で計上したものであります。次の福祉館改修は、小利別駅舎

の待合室の改修と中斗満交流センターの屋根防水工事で、合わせて９７７万７,０００円

の計上。次の庁舎改修は役場庁舎の改修で、令和４年度につきましては、屋上防水、機

械設備、電気設備の改修で７,４７５万４,０００円の計上であります。この３件につき

ましては、議案説明書、資料ナンバー２５から２８にそれぞれの解体・改修箇所図がつ

けてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 次に、１７節の備品購入費の管理用備品でありますが、庁舎用の事務椅子１５脚、メ

タルラック１台、施設用のインパクトドライバー１台、消火器が車両庫用４本、福祉館

等用１３本などで１１０万５,０００円の計上であります。 

 次に、５３ページに移りまして、２２節償還金利子及び割引料につきましては、備荒

資金組合への譲渡事業償還金であります。平成１８年に購入で、１５年が経過し、走行
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距離３０万キロ以上となりました公用車１台の更新について、譲渡事業により行おうと

するものであります。議案説明書、資料ナンバー２９に公用車購入事業の資料をつけて

おりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 このほか、４８ページの１節報酬から５４ページ２６節公課費までの内容につきまし

ては、例年同様の計上であります。 

 ５４ページをお開きください。 

 ６目町有林野管理費は４,０２３万５,０００円、前年比２８１万９,０００円の減額の

計上であります。町有林の森林環境保全整備につきましては、森林組合と協議をしなが

ら後年度の植栽量等を勘案しながら事業を進めているところでありますが、新年度につ

きましては、植栽等で６３.８７ヘクタール、単独造林で地ごしらえ０.８ヘクタール、

野ネズミ駆除３６２.３ヘクタール、主伐１２ヘクタールを予定しております。議案説明

書、資料ナンバー３０－１に町有林管理事業収支一覧表、３０－２に事業の実施箇所位

置図がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。なお、この目につき

ましては、５４ページ１節報酬から５５ページ２６節公課費まで、例年同様の計上と

なっております。 

 続きまして、５５ページの７目企画費でありますが８,１０１万５,０００円、前年比

３１１万３,０００円の増額の計上であります。この目では、移住体験住宅、定住促進住

宅、移住産業研修センターなどの管理経費や、ふるさと納税促進事業、地域交通関連の

補助、地域創生関連経費など、まちづくり関係の予算が計上されております。なお、こ

れまで食事を提供してきました移住産業研修センターでありますが、入居者からのニー

ズが非常に少ないため、新年度からの食事提供は中止することといたしました。 

 それでは、５６ページを飛ばしまして、５７ページのほうを御覧ください。 

 ５７ページの１２節委託料でありますが、ふるさと納税業務委託につきましては、新

年度は前年度より５０件増の６５０件を見込みまして５２９万９,０００円の計上であり

ます。 

 次に５８ページをお開きください。 

 ５８ページの１８節負担金補助及び交付金の、中央付近に記載の地方創生推進交付金

事業負担金でありますが、これは、前年と同じ三つの連携事業への負担金２０２万５,０

００円の計上であります。一つ飛ばしまして、通学定期差額補助事業につきましては、

高校生の通学定期購入に係る補助で、２２名分、６８２万６,０００円の計上。補助金に

つきましては、移住定住促進住宅建設等補助で１,４００万円、まちづくり事業２００万

円、民間活用住宅建設事業は世帯用４戸分で１,６００万円、太陽光発電設置事業３件分

で１５０万円、しばれ技術開発研究事業９７万５,０００円、景観形成事業補助金１０件

で５００万円の計上であります。続きまして５９ページになります。上から三つ目、地

域内交通対策事業につきましては、前年７月から実証実験として運行してまいりました

デマンド型乗合タクシーの利用者等の御意見を踏まえまして、新年度につきましては、
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一般乗用旅客事業運送事業、通常のハイヤー運行の事業の中で陸別町内の乗車に対する

助成といたしまして、診療所から薬局までの乗車については無料とします。そのほかに

つきましては、１台１運行につきまして２００円で乗車できるように変更しまして１,５

８６万１,０００円を計上いたしました。そのほかの５５ページの１節報酬から５９ペー

ジの１８節負担金補助及び交付金までの内容につきましては、例年同様の計上でありま

す。 

 次に、８目公平委員会費は２万３,０００円の計上で、前年同様同額であります。 

 ９目交通安全対策費も１１２万７,０００円、前年比２,０００円の減額の計上であり

ますが、５９ページの８節から旅費６０ページの１８節負担金補助及び交付金まで、例

年同様であります。 

 ６０ページを御覧ください。 

 １０目諸費につきましても３４７万円、前年比１,０００円の増額の計上で、６０ペー

ジの１節報酬から６２ページの１８節負担金補助及び交付金まで、例年同様でありま

す。 

 続きまして、６１ページの１１目交流センター管理費でありますが３,７１３万円、前

年比１,６０２万９,０００円の減額の計上であります。この目につきましては、主にふ

るさと交流センターの管理運営費を計上しております。議案説明書、資料ナンバー３１

にふるさと交流センター運営事業の一覧がありますので、後ほど御覧いただきたいと思

います。続きまして６２ページをお開きください。６２ページの１２節委託料の一つ

目、施設設備等改修につきまいては、ふるさと交流センターのトイレの手洗い蛇口の自

動水栓化と換気扇の取替えであります。それから１４節工事請負費の施設設備改修につ

きましては、待合から陸別駅構内を見ながらワーケーションが行えるようにブースを設

置しようとするものでありまして１１３万８,０００円の計上。１７節備品購入費の管理

用備品につきましては、ワーケーションブースで使いますＷｉ－Ｆｉのアクセスポイン

トと施設内の消火器１１台分、２９万６,０００円の計上であります。議案説明書、資料

ナンバー３２にワーケーションブースの設置箇所図とイメージ図をつけておりますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。このほかの６１ページの１０節需用費から６

２ページの１３節使用料及び賃借料までは、例年同様の計上であります。 

 次に、１２目銀河の森管理費でありますが７,９３７万６,０００円、前年比５７９万

２,０００円の増額の計上であります。６４ページをお開きください。６４ページの１０

節需用費の印刷製本費でありますが、７０万９,０００円のうちワーケーションＰＲ用パ

ンフレット２,０００部の印刷６５万５,０００円を計上しております。令和３年度で北

海道の補助制度を利用し、コテージにおいてワーケーションができるように環境整備を

しましたので、これらをＰＲして、さらに集客に努めたいという考えであります。次

に、６６ページをお開きください。１４節の工事請負費の施設設備改修につきまして

は、天文台の展示室のパネルの照明のＬＥＤ化工事であります。現在利用の電球につき
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ましては、照度が低いにもかかわらず球切れがしやすく、しかも最近はなかなか入手が

困難な状況となっておりまして、省電力化も踏まえまして、展示室パネルの照明をＬＥ

Ｄに取替えようとするものであります。議案説明書、資料ナンバー３４に工事箇所図を

つけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。次、１７節の備品購入費の

管理用備品でありますが、これは天文台用の望遠鏡やカメラ部品を収納するドライボッ

クス１台、券売機１台、和布団セット２組、消火器９本と、コテージ村用消火器９本で

ありまして１８８万１,０００円の計上であります。これ以外の６２ページの１節報酬か

ら６６ページの１８節負担金補助及び交付金まで、例年同様の計上であります。なお、

議案説明書、資料ナンバー３３に銀河の森の委託料の内訳をつけておりますので、後ほ

ど御覧いただきたいと思います。 

 次に、１３目地域活性化推進費でありますが１,１９１万８,０００円、前年比１,６０

４万４,０００円の減額の計上であります。まず、薬用植物研究事業でありますが、研究

開始から８年が経過しまして、この間、陸別町で活用できそうな薬用植物の研究により

マニュアル等も発行しております。これらを踏まえまして、この事業につきましては、

様々な御意見をいただいておりますが、現在の圃場の管理とともに、特に有用な植物の

育成ですとか商品開発を行っていくことを目標としまして、今後進めていくために総額

２７１万６,０００円を計上しております。また、地域おこし協力隊につきましては、現

在商工観光推進員のみとなっておりますが、新たに地域支え合い推進員を募集すること

としまして、総額で８６８万９,０００円を計上いたしました。１節報酬から６８ページ

の１８節負担金補助及び交付金まで１,６０４万４,０００円の減額の計上であります。

なお、１７節備品購入費の事務用備品につきましては、事務用のノートパソコン２台で

３９万円の計上であります。 

 続きまして、６９ページのほうをお開きください。 

 ６９ページ、一番上になりますが、これまで、札幌までの普通旅費を計上してきまし

た企業誘致対策費でありますが、長年未執行であったことを鑑みまして廃目とすること

といたしました。なお、この関係での必要な予算につきましては、まず旅費で計上して

おりますが、１目一般管理費の旅費にて対応してまいりたいと考えております。 

 続きまして、２項徴税費１目税務総務費でありますが２,３２５万８,０００円、前年

比２１７万３,０００円の減額の予算計上であります。職員の人件費が前年度より減額と

なりましたが、その他、６９ページの１節報酬から７０ページの２２節償還金利子及び

割引料まで、例年同様の計上であります。 

 続きまして、７０ページをお開きください。 

 ２目賦課徴収費は５８４万円、前年比１８３万５,０００円の増額の計上であります。

７１ページの１２節委託料の固定資産鑑定評価についてでありますが、３年に一度の固

定資産の評価替えが令和６年度に行われますが、そのための２２地点分の宅地鑑定評価

のため１５０万１,０００円の計上であります。そのほか、８節旅費から次のページの１
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８節負担金補助及び交付金まで例年同様の計上であります。なお、十勝圏複合事務組合

につきましては、税滞納整理機構への負担金でありまして、新年度につきましては４名

分、６３万円を予定しております。 

 次に、７２ページをお開きください。 

 ３項１目戸籍住民基本台帳費につきましては３,３３４万６,０００円、前年比９４６

万６,０００円の増額の計上であります。次のページになりますが、１８節負担金補助及

び交付金の北海道自治体情報システム協議会の負担金の増が主な要因であります。新た

なものとしまして、全額国庫補助となります戸籍情報システムの改修、戸籍情報システ

ム機器の導入で約４７７万４,０００円、補助対象外の部分では町内ネットワーク設定変

更に係る負担金５万６,０００円などにより増額となっております。そのほかの７２ペー

ジの２節給料から次のページの１２節委託料まで、例年同様の計上であります。 

 ７３ページに移りまして、４項選挙費１目選挙管理委員会費は７６２万７,０００円、

前年比５４万７,０００円の増額の計上であります。７３ページの１節報酬から７５ペー

ジの１８節負担金補助及び交付金まで、例年同様の計上であります。 

 続きまして、７５ページのほうを御覧ください。 

 ２目参議院議員選挙費は、皆増の５７４万円の計上であります。令和４年度に執行さ

れ、１節報酬から７６ページの１３節使用料及び賃借料まで、所要の経費を計上いたし

ました。なお、国政選挙でありますので、国の基準に基づく国庫委託金の収入を計上し

ております。 

 次に、７６ページをお開きください。 

 ３目知事道議会議員選挙費につきましても、皆増の３１７万９,０００円の計上であり

ます。こちらは、統一地方選挙としまして令和５年度に執行されますが、年度中に準備

を進めなければなりませんので、令和５年３月末までに係る１節報酬から次のページの

１３節使用料及び賃借料まで、所要の経費を計上いたしました。なお、こちらは北海道

の選挙でありますので、道の基準に基づきます道委託金の収入を計上しております。 

 昨年度執行されました衆議院議員選挙費につきましては、廃目となります。 

 続きまして、７８ページをお開きください。 

 ７８ページ、５項統計調査費１目指定統計調査費につきましては１１万５,０００円、

前年比３７万９,０００円の減額の計上であります。新年度の調査につきましては、宅地

土地調査単位区設定、就業構造調査、経済センサス、教育統計調査となっておりまし

て、１節報酬から１１節役務費のとおりの計上となっております。こちらも同額が道の

委託金で交付されることとなります。 

 ６項１目監査委員費は２３０万７,０００円、前年比２,０００円の増額の計上で、１

節報酬から１８節負担金補助及び交付金まで例年同様の計上であります。 

 ７９ページの３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費につきましては３億９,７

７３万３,０００円、前年比３４１万５,０００円の増額の計上であります。８２ページ
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を御覧ください。１４節の工事請負費でありますが、防犯灯のＬＥＤ化事業でありまし

て、今年は共栄第二の３４基の設置外で３９４万３,０００円の計上であります。議案説

明書、資料ナンバー３５に箇所図をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思

います。次に、１８節の負担金補助及び交付金でありますが、このうち社会福祉協議会

の補助金につきましては、法人運営費、患者移送サービス、訪問介護を合わせまして３,

４４７万４,０００円、前年比７１０万２,０００円の増となり、法人運営費では臨時職

員の通年雇用などによります人件費分と、新たに事務費分の補助による増、患者移送

サービス事業では車両購入による増となっております。車両購入につきましては、社協

の車両購入基金充当後の不足額２３２万９,０００円を補助しようとするものでありま

す。議案説明書、資料ナンバー３６に社会福祉協議会補助金算定内訳書、同じく、資料

ナンバー３７に患者移送サービス事業用車両の仕様書をつけておりますので、後ほど御

覧いただきたいと思います。続きまして、８４ページをお開きください。上から二つ目

の冬季生活支援事業につきましては、実績から１５０万円の計上であります。２７節繰

出金は、国民健康保険事業勘定特別会計への繰出金２,９５３万２,０００円で、前年よ

り１６９万７,０００円の増。それから、介護保険事業勘定特別会計への繰出金は４,７

８９万６,０００円で、前年より９８万４,０００円の減となっております。その他のも

のにつきましては、７９ページの１節報酬から８４ページの２６節公課費まで、例年同

様の計上であります。 

 続きまして、２目老人福祉費でありますが８,１１１万円、前年比８０万１,０００円

の増額の計上であります。まず、次のページの７節報償費の敬老祝い金でありますが、

こちらは７７歳の喜寿が３１名、８８歳の米寿が２２名、１００歳の長寿が１名の方の

分を計上しております。次に、８６ページをお開きください。８６ページの１２節委託

料の上から四つ目の高齢者在宅生活支援事業でありますが、これは生きがいホーム通所

事業であります。新年度におきましては、より多くの方に御利用いただくために、１日

６６０円だった利用料を無料としまして、引き続き実施いたします。次に、下から二つ

目の施設設備改修でありますが、これは老人健康増進センターの排煙窓でありまして、

開閉できない場所がもう既にあります。それから全部の窓において不具合が生じており

まして、消防からの指摘も受けまして、８か所全てを修繕するものであります。１０８

万９,０００円の計上であります。議案説明書、資料ナンバー３８に修繕箇所図をつけて

おりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。続きまして、８７ページの１３節

使用料及び賃借料でありますが、こちらは老人緊急通報システム借上料で、２１台設置

しまして１２３万２,０００円の計上。１７節の備品購入費の管理用備品につきまして

は、ゲートボール場用の屋外ベンチ８台、福寿荘用のストーブ２台、それから同じく福

寿荘用のサーキュレーター２台で３８万円の計上。１８節負担金補助及び交付金のうち

デイサービス運営事業の補助金につきましては１,９５９万６,０００円で、前年比５３

万円の減額の計上であります。一つ飛びまして、老人福祉施設等整備事業につきまして
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は、老朽化が著しいデイサービスセンターの屋根の塗装工事に係る補助でありまして６

２５万４,０００円の計上であります。なお、この屋根の塗装工事につきましては、全面

をシリコン樹脂塗装とする考えであります。なお、議案説明書、資料ナンバー４にデイ

サービスセンター運営費補助の資料、それから同じく、資料ナンバー３９に屋根塗装箇

所図をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。この目につきまして

は、このほか、８４ページの１節報酬から８７ページの２６節公課費まで、例年同様の

計上であります。 

 次に、３目後期高齢者医療費につきましては４,９５２万円、前年比１２４万５,００

０円の減額の計上であります。８８ページをお開きください。１８節の負担金補助及び

交付金につきましては、北海道後期高齢者医療広域連合への負担金３,２１４万１,００

０円でありまして、前年度より３６万６,０００円の増額であります。２７節繰出金につ

きましては、後期高齢者医療特別会計への繰出金１,７３７万９,０００円で、前年度よ

り１６１万１,０００円の減額の計上であります。 

 続きまして、２項児童福祉費１目児童福祉総務費は１,１６１万６,０００円、前年比

１６９万３,０００円の増額の計上で、１節報酬から１８節負担金補助及び交付金まで、

例年同様の計上であります。８９ページの１９節扶助費に移りまして、この扶助費のう

ち給付費の障害者介護給付費につきましては、帯広の放課後デイサービスの利用者が１

名発生したことによりまして、前年より２６７万７,０００円の増額となっております。 

 ２目児童福祉施設費につきましては７,５５８万１,０００円、前年比１,５５４万１,

０００円の減額の計上であります。前年度につきましては、１歳児からの保育開始に向

けました保育所の改修工事２,７２８万円の計上などがありまして、今年度の減額の要因

となっております。それでは９２ページをお開きください。１２節の委託料の一番下に

なります。施設設備改修につきましては、遊戯室、屋外のスピーカー４台の取替えと鉄

棒用のグラウンドマットの設置など１１８万７,０００円の計上であります。９３ページ

に移りまして、１７節備品購入費の管理用備品につきましては、新たに保育所に必要な

各種管理用の備品９９万７,０００円の計上でありまして、議案説明書、資料ナンバー４

０に購入しようとする備品の一覧をつけております。後ほど御覧いただきたいと思いま

す。この目は、このほか、８９ページの１節報酬から９３ページの２１節補償補填及び

賠償金まで、例年同様の計上となっております。 

 ３目児童措置費２,３５２万円、前年比１万円の減額の計上で、１９節扶助費の児童手

当の対象者１７８名分の計上であります。 

 続きまして、４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費５,５５３万６,０００

円、前年比３２４万６,０００円の減額の予算計上であります。２節給料から４節共済費

までの人件費での減額が主な要因でありますが、その他につきましては、９４ページの

８節旅費から９５ページの２６節公課費まで、例年同様の計上であります。 

 続きまして、９６ページをお開きください。 
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 ９６ページは、２目保健衛生施設費で７,０８３万１,０００円、前年比３,９６３万

８,０００円の増額の計上であります。９６ページの一番下になりますが、１２節委託料

の施設設備改修９３万５,０００円のうち女子トイレの便器交換１台、貯水槽用塩素タン

クの交換、それから真空式温水器の修繕、これで５２万２,０００円の計上であります。

９７ページに移りまして、１４節工事請負費でありますが、こちらは前年度から実施し

ております屋上防水改修工事４,０９２万３,０００円の計上であります。議案説明書、

資料ナンバー４１に工事箇所図がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思い

ます。１７節の備品購入費の管理用備品につきましては、防犯用のさすまた１本と研修

室の壁かけ時計１個で２万３,０００円の計上となっております。このほか、９６ページ

の１節報酬から９７ページの１３節使用料及び賃借料まで、例年同様の計上でありま

す。 

 次の３目予防費は３,４１６万２,０００円、前年比１,０９３万円の減額の計上であり

ます。１節報酬のうち委員報酬につきましては、先日議決をいただきました予防接種健

康被害調査委員３名、３回分で１０万８,０００円の計上であります。次に、９８ページ

をお開きください。９８ページ下段の１２節委託料でありますが、このうち各種検診事

業につきましては、母子保健事業、成人保健事業、風疹追加対策事業が含まれておりま

して９１１万２,０００円、前年比３５万８,０００円の増額の計上であります。各種予

防接種につきましては７８９万３,０００円、前年比１３２万円の増額の計上となってお

ります。議案説明書、資料ナンバー４２に母子保健事業の一覧、資料ナンバー４３－１

から６に成人保健事業の一覧、資料ナンバー４４－１から２に予防接種事業の一覧をつ

けておりますので、こちらも後ほど御覧いただきたいと思います。続きまして９９ペー

ジのほうを御覧いただきまして、新型コロナワクチンの接種でありますが、議案説明

書、資料ナンバー４５の新型コロナウイルスワクチン接種事業を御覧いただきたいと思

います。この事業につきましては、既に今年１月から開始している事業の継続となりま

すが、今回接種の対象者は、今まで初回接種を受けていない１２歳以上の町民と５歳か

ら１１歳の町民で、追加接種が２回目の接種が完了してから一定期間経過した１８歳以

上の町民であります。予算額につきましては、１節報酬から１２節委託料まで、記載の

とおりの計上となっておりまして、総額で１,０５５万７,０００円となっております。

予算書９９ページのほうにお戻りいただきたいと思います。予算書９９ページの１７節

備品購入費でありますが、パルスオキシメーター１台と歯科診療用ライト１台で１７万

１,０００円の計上であります。そのほかにつきましては、９８ページ７節報償費から９

９ページの１９節扶助費まで、例年同様の計上となっております。 

 次に、１００ページを御覧ください。 

 １００ページの４目環境衛生費でありますが４２５万６,０００円、前年比１６３万

３,０００円の減額の計上であります。前年度は、墓地の擁壁等の等の補修工事がありま

したので今年度の減額となっております。１節報酬から次のページの１２節委託料ま
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で、例年同様の計上であります。次のページに移りまして、１８節負担金補助及び交付

金の技能講習受講料につきましては、職員が直営で草刈りを行うための２名分の受講料

であります。 

 ５目診療所費は１億８,０２８万円、昨年比６２３万６,０００円の増額の計上で、こ

れは、国民健康保険直営診療施設勘定特別会計への繰出金であります。 

 ２項清掃費１目清掃総務費は５０９万３,０００円、前年比３０万４,０００円の増額

の計上で、１８節負担金補助及び交付金は、例年同様の計上であります。 

 続きまして、１０２ページをお開きください。 

 １０２ページの２目塵芥処理費でありますが７,６１８万１,０００円、前年比１９６

万３,０００円の減額の計上であります。前年度はトラックスケールの更新がありました

ので、その関係で今年度の減額となっております。１０２ページの８節旅費から１０３

ページの２６節公課費まで、例年同様の計上となっております。なお、次のページ、１

０３ページの１７節備品購入費の管理用備品でありますが、ストックヤード用の消火器

１本と、作業用備品でありますが、冬期間のＤ型ハウス内での作業中の寒さ対策としま

してジェットヒーター２台を新たに購入するものであります。 

 続きまして、１０４ページをお開きください。 

 ３項水道費１目専用水道費につきましては１,３６１万円、前年比４,３５４万９,００

０円の減額の計上で、これは小利別地区専用水道に係る管理運営費であります。１０５

ページの１４節工事請負費につきましては、小利別地区専用水道の長寿命化・防災減災

計画に基づきます機器更新工事でありまして７００万円の計上であります。前年より４,

２００万円の減額となっております。議案説明書、資料ナンバー４６に機器更新工事箇

所図がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。次の１７節備品購入

費の管理用備品につきましては、水道メーター５戸分で１３万３,０００円の計上。その

ほかの１０４ページの８節旅費から１０５ページの１８節負担金補助及び交付金まで、

例年同様の計上であります。 

 ２目水道費は１億２,９１１万３,０００円、前年比９０万７,０００円の減額の計上

で、これは簡易水道事業特別会計への繰出金であります。 

 続きまして、１０６ページをお開きください。 

 １０６ページ、５款労働費１項１目労働諸費についてでありますが９９万３,０００

円、前年比４６万４,０００円の減額の予算計上で、１節報酬から１８節負担金補助及び

交付金まで例年同様の計上となっておりますが、昨年度までこの目で計上しておりまし

た振動病予防対策事業につきましては、本年度から森林環境譲与税事業において計上す

ることといたしました。 

 ２目緊急雇用対策費については１,５７７万円、前年比１７７万７,０００円の減額の

計上で、この目につきましても、１０節需用費から次のページの１５節原材料費まで、

例年同様の計上であります。令和２年度の実績に基づき委託料を減額いたしましたが、
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この事業につきましては、建設業関係で３事業所、林業関係で６事業所を見込んでおり

ます。 

 １０７ページのほうに移りまして、３目雇用再生対策費は１,０４０万円、前年比１０

２万円の増額の計上でありまして、１８節負担金補助及び交付金は、事業者雇用促進支

援であります。 

 この補助金につきましては、制度改正により運用したいと考えておりますので、議案

説明書、資料ナンバー４７をお開きいただきたいと思います。事業制度の考え方であり

ますが、これまで、せっかく陸別町内での雇用につながっても、短期で退職する方が非

常に多くなっております。また、この制度の利用者が一部の事業主に偏っていることな

どを解消しようとするものであります。対象経費につきましては、給料１２か月分から

２４か月分としまして、月額を５万円から３万円とします。ただ、補助の総額について

は６０万円から７２万円に増額となります。助成金の対象につきましては、１２か月ご

との申請としまして、申請時に退職していた場合は対象といたしません。１事業所の対

象人数につきましては、１年度内に２名までといたします。また、新規に雇い入れた時

点で６０歳未満の方に対象年齢を拡大します。なお、移転費用等につきましては、これ

までも実績がなかったことから、廃止といたします。 

 これにより、働く方も補助金をもらう雇用主につきましても、少しでも長く勤めてい

ただけるように努力をしていただきたいというふうに考えるところであります。なお、

令和４年度の予算につきましては、新規就労者１５名分、継続就労者１８名分の予算を

計上しております。 

 それでは、予算書の１０７ページにお戻りください。 

 １０７ページ、６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費でありますが１,９０３

万５,０００円、前年比１１７万９,０００円の増額の予算計上であります。１０９ペー

ジのほうをお開きください。１０９ページの１２節委託料の農地情報公開システム整備

事業でありますが、これは農地地図システム保守の１１万円と、内地番データ修正業務

１９８万円の合わせて２０９万円の計上であります。現在、取り込もうとしている地籍

との差異がある場所について修正をしようとするものであります。このほか、１０７

ページの１節報酬から１０９ページの１８節負担金補助及び交付金まで、例年同様の計

上であります。 

 続きまして、２目の農業総務費につきましては６,４６５万円、前年比４４９万２,０

００円の増額の計上で、この目につきましては、職員の人件費だけでありまして、２節

給料から１１０ページの４節共済費まで、例年同様の計上となっております。 

 １１０ページをお開きください。 

 １１０ページの下段になりますが、３目農業振興費は６,３４４万１,０００円、前年

比１,７２９万８,０００円の減額の計上であります。１節報酬から１２節委託料まで

は、例年同様の計上であります。次のページの下から３事業目の農業関係制度資金利子
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補給事業につきましては、議案説明書、資料ナンバー４８に資金の一覧がつけてありま

すので、後ほど御覧いただきたいと思います。一番下の青年等結婚支援活動事業につき

ましては、前年度まで農林推進協議会運営事業に含まれておりましたが、新年度からこ

の事業が分かりやすく分けて予算を計上しております。１１２ページをお開きくださ

い。１１２ページの一番上になりますが、農業次世代人材投資資金、新農業人材育成事

業の補助金と新農業人育成事業の交付金につきましては、議案説明書、資料ナンバー５

０に、これまでの経緯と新年度の予算を記載した資料をつけておりますので、後ほど御

覧いただきたいと思います。次の中山間地域直接支払事業交付金につきましては、前年

より１,７１５万９,０００円の減額となっております。 

 ４目畜産業費は４,２０９万３,０００円、前年比６,５３４万２,０００円の減額の計

上で、前年につきましては、電力系統連携工事費負担金１,７７５万円、それから家畜糞

尿共同処理施設整備事業１,９４３万２,０００円、家畜導入貸付金が６,０００万円だっ

たことが今年度の減額の主な要因となっております。次のページの１８節負担金補助及

び交付金のうち電力系統連携工事費負担金につきましては１５０万円の計上で、議案説

明書の前のほうに戻りますが、資料ナンバー５に、さきに議決をいただきました補正予

算と当初予算を算入しました資料をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思

います。 

 それでは、続きまして１１４ページをお開きください。１１４ページ、２０節貸付金

であります。家畜導入貸付金で、新年度から改めて実施期間を延長いたします。令和４

年度につきましては３,０００万円で、次年度以降は６,０００万円を予定しておりま

す。議案説明書、資料ナンバー５１に資料をつけておりますので、後ほど御覧いただき

たいと思います。このほかの１１２ページの７節報償費から１１４ページの２６節公課

費まで、例年同様の計上であります。 

○議長（本田 学君） １１時１５分まで休憩します。 

                           休憩 午前１１時０１分 

                           再開 午前１１時１５分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、続いて１１４ページの５目農地費からを始めたい

と思います。 

 ５目農地費につきましては８,８６２万９,０００円、前年比５,７５０万６,０００円

の減額の計上であります。この目では、主に農業関係で、陸別第２地区草地畜産基盤整

備事業３,７６４万６,０００円、土木関係では、道営農地整備事業のトマム地区で２,２

９９万７,０００円、トマム第２地区が１,２０３万円、道営農道整備特別対策事業の中

陸別地区が８２９万８,０００円、農道等維持管理の農業用施設管理事業が７６１万８,

０００円の計上となっております。１節報酬から１１節役務費まで、それと１３節の使
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用料及び賃借料につきましては、主に道営事業の事務雑費でありますので、説明を省略

いたします。１１５ページを御覧いただきまして、１８節負担金補助及び交付金のうち

道営土地改良事業地元負担金の内訳につきましては、道営農地整備事業のトマム地区が

２２.５％で２,１９３万８,０００円、道営農地整備事業の第２トマム地区も２２.５％

で１,１７０万円、道営農道整備特別対策事業の中陸別地区が５０％で８００万円となっ

ております。これらの事業につきましては、議案説明書、資料ナンバー５２－１と２に

道営農地整備事業の土地箇所図、年度別事業計画、資料ナンバー５３に草地畜産基盤整

備事業の事業概要がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 次に、６目営農用水管理費につきましては１億１,９３４万４,０００円、前年比１４

７万８,０００円の減額の計上であります。内訳としましては、上陸別地区の管理経費が

４０件分で１,３０９万円、トラリ地区の管理経費が２２件分で８５４万５,０００円、

道営担い手畑地帯総合整備事業が第２上陸別地区で８,０７１万７,０００円、上陸別地

区営農用水配水管整備事業１,４５３万９,０００円、トラリ地区営農用水水道台帳整備

事業２４５万３,０００円であります。１１６ページをお開きください。１１６ページ、

１２節の委託料の実施設計につきましては、上陸別地区営農用水配水管整備事業であり

ます。１１７ページに移りまして、こちらの１２節委託料の一番下がトラリ地区営農用

水台帳整備事業。１４節工事請負費の配水管新設は、上陸別地区営農用水配水管整備事

業。１７節備品購入費の管理用備品につきましては、上陸別地区用水道メーター５戸分

とトラリ地区用水道メーター４戸分で、４２万５,０００円の計上。１８節負担金補助及

び交付金の道営土地改良事業地元負担金につきましては、道営担い手畑地帯総合整備事

業、第２上陸別地区事業分で２７.５％分、４,３５３万３,０００円と、１００％になり

ますが３,６７２万６,０００円、合わせまして８,０２５万９,０００円の計上でありま

す。２１節補償補填及び賠償金の水道管切廻しは、上陸別地区営農用水配水管整備事業

分であります。議案説明書、資料ナンバー５４に配水管整備事業の箇所図をつけており

ます。また、資料ナンバーの前に戻りますが、７－１と２に、道営担い手畑地帯総合整

備事業の第２上陸別地区の実績計画表及び工事箇所図をつけておりますので、こちらも

後ほど御覧いただきたいと思います。なお、水道台帳につきましては、新年度でトラリ

地区、令和５年度に小利別地区、令和６年度に上陸別地区を整備したいと考えておりま

す。 

 続きまして、１１８ページをお開きください。 

 ７目公共草地管理費は５５０万７,０００円、前年比１２９万６,０００円の増額の計

上であります。１１９ページのほうの１４節工事請負費、農業用施設整備につきまして

は、トラリ公共草地の給水設備改修工事であります。設備等の老朽化によりまして様々

なところで障害が生じております。公共草地内のところどころで給水ができなくなって

いる状況でありますので、故障箇所等を２か年で改修しようとするものであります。 

 議案説明書、資料ナンバー５５を御覧いただきたいと思います。資料ナンバー５５に
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は、今年度はポンプ室の周辺に雨水がたまるために暗渠の布設替えを行います。それか

ら、ポンプ室のチャッキバルブ弁の改修、配水池の排泥バルブの改修、第１号給水槽の

給水管路の改修を行いたいと考えております。 

 それでは、予算書のほうにお戻りください。ただいま説明しました工事請負費以外の

１節報酬から１８節負担金補助及び交付金までにつきましては、例年同様の計上となっ

ております。 

 次に、８目農畜産物加工研修センター管理費は１,８１７万７,０００円、前年比１０

０万５,０００円の増額の計上で、１１９ページの１節報酬から１２１ページの１５節原

材料費まで、例年同様の計上であります。それでは、１２１ページを御覧いただきたい

と思います。一番下の１７節備品購入費、管理用備品につきましては、加工センター用

の消火器８本分であります。 

 次に１２２ページをお開きください。 

 ２項林業費１目林業振興費でありますが１億２,５００万７,０００円、前年比２１万

７,０００円の増額の計上であります。初めに、陸別地区小規模治山事業についての説明

をいたします。１２３ページの１４節工事請負費は１,９１４万円で、前年より１,２６

５万円の減額。事務費としまして１節報酬４５万９,０００円、８節旅費３万５,０００

円、１０節需用費１９万３,０００円、１３節使用料及び賃借料１５万１,０００円で、

事業の総額につきましては２,００８万８,０００円であります。議案説明書、資料ナン

バー６５に工事箇所図をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。次

に、１８節負担金補助及び交付金でありますが、負担金につきましては例年同様であり

まして、次に１２４ページを御覧いただきたいと思います。補助金についてであります

が、退職金共済制度加入促進事業１４６万１,０００円が５２名分、民有林造林促進事業

は下刈外３,４００万５,０００円、林業長期就労促進担い手対策事業９１万４,０００円

で４１人分、豊かな森づくり推進事業は人工造林１,７４２万３,０００円の計上であり

ます。民有林造林促進事業と豊かな森づくり推進事業につきましては、議案説明書、資

料ナンバー５７に補助金の内容がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思い

ます。 

 次に、森林環境譲与税事業についての説明をいたします。資料により説明をしたいと

思いますので、議案説明書、資料ナンバー５８を御覧いただきたいと思います。なお、

この内容につきましては、予算書とともに御覧いただけると幸いです。 

 まず、林業担い手対策事業でありますが、継続事業の職員の移住セミナー参加のため

の旅費２２万１,０００円と補助金の安全衛生教育推進事業及び労働確保及び労働環境整

備事業が３３２万８,０００円、この中には振動病検診費用の助成も含めております。も

う一つが、新規事業の林業機械等整備事業１,５００万円の計上であります。この事業に

つきましては、高性能林業機械等の購入またはリースに要する経費に対しまして、１事

業者につき５年で５００万円を上限として補助しようとするものであります。次に、森
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林作業道補修事業で、これは継続事業で１,９３２万円の計上。その次の私有林整備事業

も継続事業で７５４万８,０００円の計上。次の地域山林活性化推進事業も継続事業で、

旅費が４万６,０００円、委託料２５２万６,０００円の合計２５７万２,０００円の計

上。最後の森林地理情報システム作業用備品購入につきましては、これは新規でありま

して、１７節の備品購入費の作業用備品の森林地理情報システムモバイル機器１６６万

７,０００円の計上であります。 

 それでは、予算書の１２４ページのほうを御覧いただきたいと思います。ただいま説

明いたしましたとおり、森林環境譲与税事業の合計につきましては、４,９６５万６,０

００円となります。 

 続きまして、２目狩猟費につきましては８３８万５,０００円、前年比１６９万円の増

額の計上であります。内容としましては、１節報酬から１８節負担金補助及び交付金ま

で例年同様の計上でありますが、ヒグマわな、カラスわなの巡視員の増員ですとか、エ

ゾシカ駆除を７５０頭から１,０００頭に２５０頭増やしたことなどで増額となっており

ます。 

 続きまして、１２５ページに移りまして、３目林道新設改良費は３,９７１万９,００

０円、前年比７０３万４,０００円の増額の計上であります。内訳につきましては、林道

管理事業１,２９９万３,０００円、経営林道東トマム高台線改良事業２,０１２万６,０

００円、橋りょう維持補修事業６６０万円であります。１２節の委託料の林道維持管理

につきましては、舗装補修ですとか側溝清掃で３０５万３,０００円、計画等策定につき

ましては、５年に一回実施しております林道に架かる橋、６路線６橋の点検で６６０万

円の計上であります。１４節工事請負費につきましては、１２６ページをお開きいただ

きまして、林道の法面補修工事は２路線で１６９万４,０００円、林道維持管理工事は側

溝整備３路線で６４９万円、林道改良工事は東トマム高台線の改良工事延長３２０メー

トルで１,９２０万円の計上であります。なお、１節報酬から１０節需用費までと１３節

の使用料及び賃借料につきましては、東トマム高台線改良事業の事務雑費であります。

議案説明書、資料ナンバー５９に林道管理事業の工事箇所図、資料ナンバー６０に経営

林道東トマム高台線改良事業の工事箇所図がつけてありますので、後ほど御覧いただき

たいと思います。 

 続きまして、７款１項商工費１目商工総務費は１,７０９万円、前年比１６２万８,０

００円の減額の予算計上であります。この目につきましては、２節給料から４節共済費

まで職員の人件費の計上となっております。 

 １２７ページに移りまして、２目商工振興費は１億５,０５７万４,０００円、前年比

７０万２,０００円の増額の計上で、１８節負担金補助及び交付金の補助金の三つ目、商

工振興事業は商工会への補助金で、前年比４２９万５,０００円の減額となっておりま

す。議案説明書、資料ナンバー６１に陸別町商工会補助金算出表がつけてありますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。一つ飛ばしまして、プレミアム商品券発行事
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業でありますが、プレミアム率２０％の４,０００セットの発行を２回実施する予定であ

ります。次の小規模企業振興事業は２０件分、出前タクシー推進事業は前年度同額の２

５万円の計上。そのほか、１２７ページの７節報償費から１２８ページの２０節貸付金

まで、例年同様の計上であります。 

 次に、１２８ページをお開きください。 

 ３目の観光費は２,１２９万８,０００円、前年比７６万６,０００円の減額の計上で、

１７節の備品購入費の管理用備品につきましては、イベント用のテント２張りとイベン

トで使用しているパソコン１台の更新で３９万９,０００円の計上。１８節負担金補助及

び交付金のしばれフェスティバル開催事業補助金は前年同額でありまして、例年より１

００万円増額して計上しております。このほか、８節旅費から１８節負担金補助及び交

付金まで例年同様の計上であります。 

 次のページ、１２９ページですが、４目公園費は８０４万９,０００円、前年比１２万

８,０００円の減額の計上であります。１３０ページをお開きください。１２節の委託料

の一番下になりますが、施設設備等整備は、老朽化しております北陵岳の山小屋の屋根

の塗装と軒天改修で１０１万５,０００円の計上であります。議案説明書、資料ナンバー

６２に工事箇所図と改修内容を掲載しておりますので、後ほど御覧いただきたいと思い

ます。次の１７節備品購入費の管理用備品につきましては、イベントセンター用の消火

器６本分８万６,０００円の計上。１８節負担金補助及び交付金の技能講習受講料は、イ

ベント等で作業をする職員の大型特殊自動車免許取得のための受講料であります。この

ほか、１２９ページの１０節需用費から１３０ページの１５節原材料費まで、例年同様

の計上であります。 

 １３１ページに移りまして、５目消費者対策費は２４万３,０００円、前年比９９万

５,０００円の減額の計上で、専門員の来町回数の減とくらし塾交付金の廃止による減額

により７節報償費１７万５,０００円、８節旅費４万８,０００円、１０節需用費２万円

の計上であります。 

 続きまして、８款土木費１項土木管理費１目土木総務費でありますが４,５６７万３,

０００円、前年比３８１万４,０００円の減額の予算計上であります。減額の主な要因に

つきましては、２節給料から次のページの４節共済費の職員の人件費分でありまして、

次の８節旅費からその次のページの２６節公課費までは、例年同様の計上であります。 

 １３３ページを御覧いただきたいと思います。 

 ２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費につきましては２,０１２万７,０００

円、前年比８４６万３,０００円の減額の計上で、１０節需用費、１１節役務費は例年同

様の計上。１３４ページをお開きいただきまして、１２節委託料の道路台帳作成及び修

正は、前年より３１２万４,０００円減の１８７万円の計上。１６節公有財産購入費は、

道路改良に伴います町道関北１線連絡線に係る土地１６２.４２平米であります。議案説

明書、資料ナンバー６３に町道土地購入の箇所図をつけておりますので、後ほど御覧い
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ただきたいと思います。次の２６節公課費も、前年同様であります。 

 ２目道路維持費は１億５,３１５万９,０００円、前年比１０８万８,０００円の減額の

計上で、ここでは町道の維持管理に係る経費を計上しております。次の１３５ページを

御覧ください。１４節工事請負費の町道法面補修工事は町道南トマム１４号支線外５路

線９３９万４,０００円、町道補修修繕工事は町道新町１号通りで７７０万円、排水整備

工事は町道奥斗伏線外２路線で１,１６１万６,０００円を計上いたしました。議案説明

書、資料ナンバー６４に道路維持費の業務・工事箇所図をつけておりますので、後ほど

御覧いただきたいと思います。そのほかの１３４ページの１０節から１５節まで、例年

同様の計上であります。 

 ３目橋りょう維持費につきましては９,５４１万５,０００円、前年比１,１３０万２,

０００円の増額の計上で、８節旅費は前年同額。１２節委託料１,２１０万円は、計画策

定等が町内８３橋の橋梁長寿命化補修等事業計画策定のための１１０万円、測量試験費

が桂庵橋改修で１,１００万円の計上であります。１４節工事請負費６,１１０万円は、

通学橋補修工事で３,９１０万円、下陸別補修工事２,２００万円の計上であります。１

８節の負担金補助及び交付金は、町内３１橋の橋梁点検の北海道市町村支援連絡協議会

への負担金２,１９４万５,０００円の計上であります。議案説明書、資料ナンバー６５

に工事箇所図をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 １３６ページをお開きください。 

 ４目道路新設改良費は５,５９６万９,０００円、前年比５,２６７万８,０００円の減

額の計上であります。１４節工事請負費を御覧いただきたいと思います。道路改良工事

２,７００万円につきましては、町道トマム川沿線で延長４００メートル、歩道改良工事

２,７２０万円は町道駅南通りが延長１６５メートルと町道東１条仲通りが延長２２０

メートルであります。このほか、１節報酬から１８節負担金補助及び交付金までの予算

につきましては、工事雑費となる経費であります。議案説明書、資料ナンバー６６に今

の道路整備箇所図がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 １３７ページに移りまして、５目街路灯費は１,００４万３,０００円、前年比２５万

１,０００円の減額の計上で、１０節需用費は電気料と修繕料で前年同様の計上。１４節

工事請負費は街路灯ＬＥＤ化工事で、町道つつじヶ丘通り外１２基を実施いたします。

議案説明書、資料ナンバー６７に事業箇所図をつけておりますので、後ほど御覧いただ

きたいと思います。 

 続きまして、３項河川費１目河川総務費は６４７万３,０００円、前年比４７２万９,

０００円の増額の計上で、１４節工事請負費は、普通河川ウリキオナイ川外護岸補修工

事、延長２５メートル、４９７万２,０００円の計上。１６節公有財産購入費は、普通河

川取布朱川の河川管理に必要な土地８筆、４,６２０平米の購入であります。議案説明

書、資料ナンバー６８に土地購入箇所図をつけておりますので、後ほど御覧いただきた

いと思います。このほか、１０節需用費から１８節負担金補助及び交付金まで例年同様
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の計上であります。 

 続きまして、１３８ページをお開きください。 

 ４項住宅費１目住宅管理費は２,７６２万３,０００円、前年比１４万８,０００円の増

額の計上であります。この目は、公営住宅の管理経費の計上でありまして、８節旅費か

ら１２節委託料までと、次のページにあります１８節負担金補助及び交付金まで、例年

同様の計上であります。なお、このうち１３９ページにありますが、１４節工事請負費

の公営住宅改修につきましては、第２緑町団地の給湯器７戸分の更新で５０３万８,００

０円。施設設備改修につきましては、第１、第２若葉団地のうち３棟の供用部分の非常

用照明３０台の更新で１８１万５,０００円。それから外構改修工事につきましては、つ

つじヶ丘団地正面入り口付近の排水整備で３７６万２,０００円の計上。１７節の備品購

入費の管理用備品につきましては、町営住宅の供用部に置かれています消火器２７本分

の更新で３８万７,０００円の計上であります。 

 ２目住宅建設費は１億５,１９９万２,０００円、前年比１８４万２,０００円の増額の

計上であります。この目につきましては、社会資本整備総合交付金事業でありまして、

１２節委託料は、新町団地の町営住宅のＵ・Ｖ棟の実施設計と、い・う棟の解体実施設

計９２７万３,０００円の計上であります。１４０ページのほうをお開きください。１４

節工事請負費は、新町団地特定公共賃貸住宅Ｓ・Ｔ棟の２棟４戸の建設で９,１６３万

円、新町団地町営住宅い・う棟の２棟８戸の解体で２,６４０万円、新町団地町営住宅

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ棟の４棟８戸の屋根の塗装で１,３２０万円、新町団地町営住宅Ｓ・Ｔ棟

の２棟４戸の外構１,０９０万１,０００円の計上であります。議案説明書、資料ナン

バー６９－１と２に事業箇所図をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思い

ます。 

 続きまして、５項１目下水道費は１億１２４万７,０００円、前年比４０万円の減額の

計上で、公共下水道事業特別会計への繰出金であります。 

 次に、９款１項１目消防費でありますが１億９,０１６万７,０００円、前年比１,８１

９万５,０００円の増額の予算計上であります。１節報酬と８節旅費につきましては、さ

きに議決をいただきました消防団員の報酬と費用弁償の規定の改正に伴いまして、予算

額も変更となっております。続きまして、１４２ページをお開きいただきたいと思いま

す。１４２ページの１４節工事請負費でありますが、こちらは使用しなくなりまして現

在休止しています消防庁舎の地下貯油槽の撤去工事４２３万５,０００円の計上で、議案

説明書、資料ナンバー７０に工事箇所図をつけておりますので、後ほど御覧いただきた

いと思います。１８節負担金補助及び交付金のとかち広域消防事務組合への負担金１億

６,９７０万５,０００円のうち令和４年度につきましては、消防司令システム消防救急

デジタル無線機器更新に係る負担金１,４０７万２,０００円が含まれております。この

ほか、１４１ページの９節交際費から１４３ページの２６節公課費まで、例年同様の計

上となっております。なお、１８節負担金補助及び交付金のとかち広域消防事務組合へ
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の負担金につきましては、消防費負担金の内訳としまして１９４ページから１９７ペー

ジに明細をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 １４３ページの２目災害対策費であります。１,０７４万１,０００円、前年比９１１

万５,０００円の増額の計上で、１２節委託料の防災情報通信整備は、移動系の防災行政

無線電波伝搬調査で４９６万４,０００円の計上であります。 

 資料により説明をしたいと思いますので、議案説明書、資料ナンバー７１を御覧いた

だきたいと思います。当町の現在の移動系防災行政無線につきましてはアナログ波であ

りまして、平成５年に更新をしておりますが、今後新たに開局する場合につきましては

デジタル波しか認められないということでありますので、更新に向け調査を行おうとす

るものであります。電波の伝搬調査は、中継局の規模やアンテナの高さ、場所の選定な

どを行いまして、これを基に設計を行うこととなります。次年度以降に更新していきた

いと考えておりますが、固定局が３局、中継局が１局、車載が１３局、ハンディ４局を

整備したいと考えております。 

 それでは、予算書の１４４ページを御覧ください。１４４ページ、上から二つ目の防

災計画等作成支援業務３９６万円でありますが、当町の地域防災計画につきましては、

基本となる計画は平成２１年度に改定をして策定しておりますが、それ以降は町職員に

よります直営で修正をしてきております。このため、改正された法律ですとか国や道の

計画書との内容にずれが生じております。これを専門の業者に委託することで、それら

を修正しまして、国道と連動した計画書に改めたいと考えているものであります。この

ほか、１４３ページの１節報酬から１４４ページ１８節負担金補助及び交付金まで、例

年同様の計上であります。 

 続きまして、１０款教育費１項教育総務費であります。１目教育委員会費は１６３万

１,０００円、前年比１万４,０００円の減額の予算計上で、１節報酬から次のページの

１８節負担金補助及び交付金まで、前年同様の計上であります。 

 次のページ、１４５ページの２目事務局費につきましては１億１,９７３万２,０００

円、前年比３５５万５,０００円の増額の計上であります。１４７ページを御覧いただき

たいと思います。１４７ページの１４節工事請負費でありますが、下陸別の教員住宅１

棟１戸の建替えで、建設工事４,０２０万８,０００円、外構工事２３８万７,０００円の

計上で、これは令和３年度にアスベスト調査の実施などで実施できなかった工事につき

まして改めて令和４年度の予算で計上したものであります。議案説明書、資料ナンバー

７２に教員住宅建替予定位置図をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思い

ます。なお、１７節の備品購入費は、新築住宅の物置、照明器具で４１万１,０００円を

計上しております。１４８ページを御覧ください。２０節の貸付金でありますが、奨学

資金で高校４名分、大学１１名分で８０４万円の計上であります。そのほか、１４５

ページの２節給料から１４７ページの１８節負担金補助及び交付金までは、例年同様の

計上であります。 
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 ３目教育振興費は１,２６４万２,０００円、前年比３６７万６,０００円の減額の計上

で、減額の主な要因につきましては、学習支援員及び特別支援補助員の通勤日数の減で

あります。この中には、英語指導助手招聘事業、総額５０４万４,０００円も含まれてお

ります。１４８ページの１節報酬から１５０ページの２６節公課費まで、例年同様の計

上であります。 

 続きまして、１５０ページをお開きください。 

 ４目のスクールバス運行管理費でありますが４,９７５万円、前年比１,３７６万７,０

００円の増額の計上であります。次のページ、１５１ページの１７節備品購入費であり

ますが、公用車となっていますが、平成１３年に購入して２１年が経過しました。現在

小利別線を運行していますスクールバスの更新で、２５人乗り１台を購入しようとする

ものであります。議案説明書、資料ナンバー７３にスクールバス仕様を掲載した資料を

つけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。このほか、１０節需用費か

ら１２節委託料まで例年同様の計上であります。 

 ５目教育研究所費は５７万４,０００円、前年比１０万９,０００円の増額の計上で、

１節報酬から１８節負担金補助及び交付金まで例年同様の計上であります。 

 １５２ページをお開きください。 

 次に、２項小学校費１目学校管理費は２,７４４万７,０００円、前年比６６１万５,０

００円の増額の計上であります。次の１５３ページを御覧いただきまして、１２節委託

料の最初の施設設備保守管理のうち新たに体育館の壁面バスケットゴールの安全点検で

７万７,０００円、床下排水設備で３９万円を計上しております。次に、一番下の学校施

設環境測定等８万５,０００円、これも新たなものでありまして、学校環境衛生基準に規

定する検査項目により新たに測定を行いたいと考えているものであります。次に、１５

４ページをお開きください。１５４ページの１４節工事請負費、学校改修につきまして

は、職員室に２台、校長室に１台のエアコンの設置工事６５８万９,０００円の計上であ

ります。議案説明書、資料ナンバー７４にエアコンの設置箇所図をつけておりますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。その下の１７節備品購入費につきましては、

配水用の水中ポンプとホース一式で５万４,０００円の計上。このほかの１５２ページの

１節報酬から１５４ページの１８節負担金補助及び交付金までは、例年同様の計上であ

ります。 

 ２目教育振興費は１,３３１万５,０００円、前年比５２万９,０００円の減額の計上

で、１５４ページの１０節需用費から次のページの２２節償還金利子及び割引料まで、

例年同様の計上であります。なお、このうち１８節負担金補助及び交付金の給食費補助

金につきましては９２名分、修学旅行費事業交付金につきましては１６名分となってお

ります。 

 １５５ページの下段を御覧いただきたいと思います。 

 ３項中学校費１目学校管理費につきましては３,１６５万２,０００円、前年比１,２３
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７万円の増額の計上であります。１５６ページをお開きください。１５６ページの下

段、１２節委託料の施設設備保守管理でありますが、ここは新たなものとしまして吊下

げ式の式のバスケットゴールの安全点検、それから３年ごとの報告義務のある特殊建築

定期検査などが含まれております。その下の施設周辺整備は、中学校の駐車場からグラ

ウンド側に設置してあります外灯のＬＥＤ化と受電柱の負荷開閉器、高圧気中開閉器の

改修１８５万９,０００円の計上であります。議案説明書、資料ナンバー７５に施工箇所

図をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。１５７ページの上から

５番目、学校施設環境測定等８万５,０００円の計上につきましては、小学校と同様に、

学校環境衛生基準に規定する検査項目により新たに測定しようとするものであります。

次の１４節工事請負費、学校改修につきましては、こちらも小学校と同様、職員室に２

台、校長室に１台、中学校につきましては保健室に１台のエアコンの設置工事６８２万

円の計上であります。議案説明書、資料ナンバー７６にエアコンの設置箇所図をつけて

おりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。続きまして、１５８ページに移り

ます。１５８ページ、１７節備品購入費につきましては管理用備品で、こちらは職員玄

関用下駄箱３台の更新、それから消火器２７本の更新、除雪機１台の購入で１６６万６,

０００円の計上であります。この備品の購入に当たりましては、教育振興資金として指

定寄附を受けております１００万円分を寄附者の希望に沿ってふるさと整備基金から充

当いたします。ただいまの説明以外につきましては、１５５ページの１０節需用費から

１５８ページの１８節負担金補助及び交付金まで、例年同様の計上です。 

 ２目教育振興費は１,２５２万７,０００円、前年比１４２万１,０００円の減額の計上

で、１０節需用費から次のページ２２節償還金利子及び割引料まで例年同様の計上であ

ります。ここにつきましても、１８節負担金補助及び交付金の給食費の補助金につきま

しては５４名分、修学旅行費交付事業交付金につきましては１４名分となっておりま

す。 

 １５９ページの４項社会教育費１目社会教育総務費でありますが１,９７８万７,００

０円、前年比１０７万６,０００円の減額の計上であります。この目では、学童保育所の

開設をはじめとしまして、文化団体等の活動事業、成人記念行事開催事業、文化祭開催

事業、中学生等海外研修派遣事業、魅力・体感ｉｎりくべつ事業など、様々な事業が行

われております。１節報酬から１６２ページの２１節補償補填及び賠償金まで、例年同

様の計上となっております。このうち学童保育所につきましては、定員３５名全員分の

利用を見込んでおります。続きまして、１６１ページを御覧ください。１６１ページの

中段になります１７節備品購入費の管理用備品につきましては、学童保育所用の一輪車

２台、ジョイントクッションなど一式で８万６,０００円を計上しております。それで

は、１６２ページをお開きください。１８節負担金補助及び交付金のうち交付金の下か

ら２番目、中学生等海外派遣事業でありますが、これまで１０万円としていました自己

負担金を１万２,０００円としまして、１９名全員の参加を見込みまして４９５万９,０
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００円の計上であります。それから、一番下の魅力・体感ｉｎりくべつ実行委員会につ

きましては、冒険・体感ｉｎとうきょうの代替事業の実施でありまして、ネイパル足寄

を利用して６年生全員が対象の宿泊事業を考えております。なお、この場合の自己負担

については無料として実施したいと考えております。 

 ２目公民館費につきましては１,２４２万１,０００円、前年比６７万１,０００円の増

額の計上であります。１６４ページをお開きください。１７節の備品購入費の管理用備

品についてでありますが、こちらは図書用の基本図書、視聴覚資料などにつきまして例

年同様の購入でありますが、施設管理用備品としまして、プリンター複合機１台、掃除

機１台、デスクマット１枚の更新のために１１万３,０００円を計上しております。 

 次に、３目文化財保護費につきましては１４３万５,０００円、前年比１８３万５,０

００円の減額の計上であります。前年は、史跡ユクエピラチャシ跡の排水設備の破損箇

所の整備を実施しておりましたが、新年度はそれがありませんので減額となっておりま

す。この目におきましても、１節報酬から１８節負担金補助及び交付金まで例年同様の

計上であります。 

 １６５ページの５項保健体育費１目保健体育総務費につきましては３２５万２,０００

円、前年比７万７,０００円の増額の計上であります。この目につきましても、１節報酬

から次のページの１８節負担金補助及び交付金まで例年同様の計上。 

 １６６ページをお開きください。 

 下のほうの行になりますが、２目体育施設費は２,０３０万８,０００円、前年比５９

万３,０００円の減額の計上であります。この目につきましても、１６６ページの１節報

酬から１６８ページの１５節原材料費まで例年同様の計上であります。それでは、続き

まして１６８ページをお開きください。下段になりますが、１７節備品購入費の管理用

備品につきましては、登山会の際の滑落などの緊急時に使用しますザイル１本の購入で

６万９,０００円の計上であります。 

 ３目学校給食費は６,１９８万４,０００円、前年比５７８万９,０００円の増額の計上

であります。１７１ページをお開きください。１７１ページの１２節委託料の給食調理

等でありますが、これまで調理員につきましては全員会計年度任用職員として雇用して

きておりますが、調理員の安定確保のため、新年度から調理業務の町内業者への委託に

より対応したい考えであります。この委託料には、調理員の賃金のほか定期的な検便検

査などの検査費用や清潔を保つための調理服購入費用なども含みまして１,８７８万１,

０００円の計上であります。１３節使用料及び賃借料の下から二つ目の管理用備品借上

料は、可動式アイスシェルターの借上げで、圃場で取れた野菜などの保管に利用して安

定的な野菜の確保に努めようとするものでありまして５７万５,０００円の計上でありま

す。なお、このアイスシェルターにつきましては、５年継続して借り上げれば所有権が

陸別町に移るという可能性を持っております。続きまして、１７２ページの１７節備品

購入費の管理用備品につきましては、保育所１歳児対応用の業務用炊飯器１台と１４
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リットルの食缶２缶の新規購入と、ささがきスライサー１台の更新で４４万４,０００円

の計上であります。このほか、１６８ページの１節報酬から１７２ページの２６節公課

費まで、前年同様の計上であります。 

○議長（本田 学君） 昼食のため、午後１時まで休憩します。 

                           休憩 午後 ０時０１分 

                           再開 午後 １時００分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） 説明に入ります前に、議案資料の訂正がございましたので説

明をさせていただきたいと思います。 

 お昼休みにお手元に説明書の修正分を配付させていただいておりますが、資料ナン

バー３６の令和４年度陸別町社会福祉協議会補助金の算定内訳書であります。修正箇所

につきましては、支出の部の予算額の令和４年度の法人運営事業の人件費「１,９９８万

９,０００円」が「２,００６万７,０００円」、事務費「２７３万２,０００円」が「２

６５万５,０００円」、その他「１７万３,０００円」が「１７万２,０００円」、この３

か所が訂正となっておりますので、資料の差替えをお願いいたしたいと思います。 

 それでは、午前に引き続き説明に入らせていただきます。 

 １７２ページです。１１款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費１目農業用施設

災害復旧費は１０万３,０００円、前年同額の予算計上であります。次の２目林業用施設

災害復旧費も４万６,０００円の計上で前年同額。その次のページ、１７３ページの２項

公共土木施設災害復旧費１目道路橋りょう災害復旧費も９万６,０００円で、前年同額の

計上であります。いずれの節におきましても、例年同様の計上となっております。 

 １２款１項公債費１目元金と２目利子でありますが、合わせまして５億９,３２２万

２,０００円、前年比４４１万５,０００円の増額の予算計上であります。公債費の償還

に当たりましては、新年度は減債基金１億５,０００万円を取り崩しておりますが、減債

基金につきましては一般財源としての充当となっております。 

 １３款予備費は、例年同様４００万円の計上であります。 

 なお、１７５ページ以降に給与費明細書のほか、予算に関する各種調書等がつけてあ

りますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 以上で歳出を終わりまして、次に歳入の説明に移ります。１２ページをお開きくださ

い。 

 １２ページの２、歳入であります。 

 １款町税１項町民税１目個人につきましては１億１,１９６万４,０００円、前年比５

０１万４,０００円の増額の予算計上で、昨年は新型コロナウイルスの影響による営業等

所得、農業所得等の減を見込みましたが、実際には前年並みとなる見込みとなりました

ことから、令和４年度は例年並みに計上しております。 
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 ２目法人は１,２１０万８,０００円、前年比８８万円の減額の計上で、例年同様。 

 ２項１目固定資産税も１億６,９６９万８,０００円、前年比９６万７,０００円の増額

の計上で、前年同様であります。 

 ２目国有資産等所在市町村交付金は７０４万１,０００円、前年比９,０００円の減

額。 

 ３項軽自動車税１目環境性能割は２１万８,０００円、前年比３万９,０００円の増

額。 

 ２目種別割は６７９万６,０００円、前年比１２万６,０００円の増額の計上で、１,２

２１台を見込んでおります。 

 ３目軽自動車税は２,０００円、前年比３,０００円の減額の予算で、滞納繰越分のみ

の計上であります。 

 １３ページに移りまして、４項１目町たばこ税は１,９７４万７,０００円、前年比３

７万２,０００円の増額の予算で、前年より６万１,０００本の減の見込みであります。 

 ２款地方譲与税１項１目自動車重量譲与税は５,５３２万５,０００円、前年比１７４

万８,０００円の増額。 

 ２項１目地方揮発油譲与税は１,８３４万６,０００円、前年比３９万円の増額。 

 ３項１目地方道路譲与税は、科目存置。 

 ４項１目森林環境譲与税は３,３９６万２,０００円、前年比７１８万７,０００円の増

額の予算計上であります。 

 １４ページに移ります。 

 ３款１項１目利子割交付金は２４万６,０００円、前年比２万８,０００円の増額。 

 ４款１項１目配当割交付金は６５万２,０００円、前年比４万６,０００円の減額。 

 ５款１項１目株式等譲渡所得割交付金は７８万１,０００円、前年比３１万９,０００

円の増額。 

 ６款１項１目地方消費税交付金は６,２１４万２,０００円、前年比７８９万１,０００

円の増額の予算計上で、地方消費税交付金が２,９０４万円、社会保障財源交付金が３,

３１０万２,０００円であります。 

 ７款１項１目環境性能割交付金は５５７万４,０００円、前年比２６万８,０００円の

増額。 

 続きまして、８款１項１目法人事業税交付金は２７８万５,０００円、前年比２４８万

５,０００円の増額。 

 ９款１項１目地方特例交付金は２４６万５,０００円、前年比４１万円の減額。 

 ２項１目新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交付金は、１,０００円の

科目存置であります。 

 １０款１項１目地方交付税は２１億６,７４１万９,０００円、前年比９,９８９万７,

０００円の増額の予算で、普通地方交付税が１９億６,７４１万９,０００円、特別地方
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交付税２億円を計上しております。議案説明書、資料ナンバー２１に地方交付税の状況

をつけております。後ほど御覧いただきたいと思います。 

 １１款１項１目交通安全対策特別交付金は、科目存置であります。 

 １６ページをお開きください。 

 １２款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金は１,７６６万円、前年比

９４３万５,０００円の増額の予算計上で、草地畜産基盤整備事業分担金は、道営事業の

受益者分担金であります。 

 ２項負担金１目民生費負担金９５万５,０００円、前年比５０万５,０００円の増額の

計上で、老人福祉施設入所者措置費等徴収金は、町外の養護老人ホームの入居者２名分

であります。 

 １３款使用料及び手数料は、実績に基づきまして予算計上しております。１項使用料

１目総務使用料は４,０８９万９,０００円、前年比１４２万６,０００円の増額の計上で

あります。１節行政財産使用料から次のページの５節の銀河の森宇宙地球科学館等使用

料まで例年同様の計上でありますが、ふるさと交流センターと天文台、コテージにつき

ましては、若干の利用増を見込んでおります。 

 １７ページに移りまして、２目民生使用料は６０５万９,０００円、前年比１２万７,

０００円の増額の計上であります。１節老人福祉使用料は、福寿荘の使用料で入居者８

名分とショートステイ１名分。２節児童福祉使用料は、保育所の広域保育入所料で３名

分。３節福祉住宅使用料は、からまつハウスの入居者６名分であります。 

 ３目衛生費使用料は６６６万２,０００円、前年比２６万１,０００円の増額の計上で

あります。１節保健衛生使用料は、公衆浴場の使用料８,６３９人分、墓地使用料１件

分。２節水道使用料は、小利別地区専用水道料４０件分であります。 

 １８ページに移ります。 

 ４目農林水産使用料は５２１万５,０００円、前年比１０万円の増額の計上で、１節農

林水産使用料は、農畜産物加工研修センターの使用料。２節営農用水使用料は、上陸別

地区４０件分、トラリ地区２２件分であります。 

 ５目商工使用料は１万７,０００円、前年比５,０００円の減額の計上で、イベント広

場の使用料。 

 ６目土木使用料は６,４９１万５,０００円、前年比８万８,０００円の減額の計上で、

１節道路橋りょう使用料は、道路占用料。２節河川使用料は河川占用料。３節住宅使用

料は、公営住宅１１１戸、改良住宅２３戸、特定公共賃貸住宅４９戸分の使用料の計上

であります。４節集会所使用料は、科目存置となっております。 

 ７目教育使用料は２０９万６,０００円、前年比４万３,０００円の増額の計上で、１

節社会教育使用料は、公民館及び公民館の陶芸室の使用料。２節資料館使用料は、関資

料館の入場料。３節学童保育所使用料は３５名分であります。 

 １９ページに移りまして、２項手数料も、実績に基づきまして各項目ごとに計上して
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おります。内容は、説明欄のとおりであります。 

 １目総務手数料は１６０万４,０００円、前年比１万９,０００円の増額。 

 ２目衛生手数料は７３１万７,０００円、前年比２２７万９,０００円の減額の計上

で、１節衛生手数料が７３０万５,０００円。２節水道手数料は１万２,０００円であり

ます。 

 ２０ページをお開きください。 

 続きまして、３目の農林水産手数料につきましては、１節営農用水手数料で１万２,０

００円で、前年同額の計上であります。 

 続きまして、１４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費負担金は１億３,８１１万

４,０００円、前年比２０万１,０００円の増額の予算計上であります。１節社会福祉費

負担金の国民健康保険事業保険基盤安定負担金は、国保軽減措置に対する保険者支援分

で６３９万４,０００円の２分の１、未就学児均等割保険料負担金も国保軽減措置に対す

る保険者支援分で２５万２,０００円の２分の１、障害者介護給付費負担金から低所得者

保険料軽減負担金までにつきましても２分の１の国の負担分であります。２節児童福祉

費負担金の児童手当負担金は、ルール計算によります国の負担分となっております。障

害者介護給付費負担金から次のページの障害児相談支援費負担金まで、２分の１の国の

負担分であります。２１ページに移りまして、子どものための教育・保育給付費負担金

は、幼稚園相当の１割認定と３歳児以上の２号認定がそれぞれの基準額の５０％、３歳

未満の３号認定が５７.７２％で２,５１２万９,０００円の計上となっております。 

 ２目衛生費負担金は５８３万７,０００円、前年比１２８万１,０００円の減額の計上

で、１節保健衛生費負担金の養育医療負担金は、基準額の２分の１の国庫負担、新型コ

ロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金は、１０割が国庫負担であります。 

 ２項国庫補助金１目総務費補助金は６,５９０万１,０００円、前年比８９０万８,００

０円の増額の計上で、１節総務管理費補助金の社会保障・税番号制度導入整備補助金に

つきましては、戸籍システム改修費等に対する１０割の国庫補助。地方創生推進交付金

事業は、連携事業として負担金を支出いたします十勝と東京たいとう・すみだ連携交流

事業と交流ネットワークを活用した地域活性化交流推進事業負担金に対する２分の１の

補助。新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金につきましては、国の令和３

年度補正予算の配分額となっております。デジタル基盤改革支援補助金につきまして

は、自治体情報システムの標準化共通化事業が１０割の国庫補助で７７万６,０００円。

自治体オンライン手続推進事業が２分の１の国庫補助で３０１万４,０００円となってお

ります。 

 ２目民生費補助金は７３１万７,０００円、前年比８万２,０００円の増額の計上で、

１節社会福祉費補助金は、地域生活支援事業の２分の１の補助。生活困窮者就労準備支

援事業費等補助金は、生活困窮者自立相談支援分が４分の３と成年後見制度利用促進体

制整備分が２分の１の補助。２節児童福祉費補助金は子ども・子育て支援交付金で３分
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の１の補助であります。 

 ２２ページに移ります。 

 ３目衛生費補助金は８６３万１,０００円、前年比２,９４３万６,０００円の減額の計

上で、１節保健衛生費補助金の母子保健衛生費国庫補助金は、妊娠出産包括支援産婦健

康診査事業に対する２分の１の補助、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費

国庫補助金は全額国の負担、風疹抗体検査事業補助金は検査分の２分の１が補助。２節

水道費補助金は、小学校専用水道の施設機器更新事業に係る５５％の補助となっており

ます。 

 ４目農林水産業費補助金は、トラリ地区の営農用水台帳整備に係る５０％の補助で１

１０５万５,０００円で皆増となっております。 

 ５目土木費補助金は８,５５７万４,０００円、前年比１,０９３万１,０００円の減額

の計上で、１節道路橋りょう費補助金は、橋りょう長寿命化修繕事業で下陸別橋の補修

工事や橋梁点検などに係る６５.４５％の補助。２節住宅費補助金は、新町団地特定公共

賃貸住宅建設屋根塗装、解体工事等の社会資本整備総合交付金で４５％から５０％の補

助。 

 ６目教育費補助金は１,２６６万１,０００円、前年比１,２５６万円の増額の計上で、

１節教育総務費補助金は教員住宅建設補助。２節小学校費補助金と３節中学校補助金

は、特殊教育就学奨励費補助金で２分の１の補助であります。 

 ３項委託金１目総務費委託金は４４２万７,０００円、前年比１７３万５,０００円の

減額の計上で、１節総務管理費委託金は、権限移譲などによる国からの委託金で、例年

同様の計上であります。２３ページに移りまして、２節選挙費委託金は、参議院議員選

挙委託金で、新年度で実施されます国政選挙執行に係る委託金。 

 ２目民生費委託金は５,０００円の計上で前年同額。児童扶養手当特別児童扶養手当の

事務委託金３名分であります。 

 次に、１５款道支出金１項道負担金１目民生費負担金でありますが８,３６６万１,０

００円、前年比７３万４,０００円の増額の計上で、１節社会福祉費負担金の民生委員活

動等負担金は定額となっております。国民健康保険事業保険基盤安定負担金と未就学児

均等割保険料負担金につきましては、国庫軽減措置に対する保険者支援分で４分の１。

後期高齢者医療保険基盤安定負担金は４分の３。障害者介護給付費負担金から次のペー

ジにあります低所得者保険料軽減負担金までは、４分の１の道の負担分であります。続

きまして、２４ページに移ります。２節児童福祉費負担金の児童手当負担金は、ルール

計算によります道の負担分。障害者介護給付費負担金から障害児相談支援費負担金は４

分の１の道の負担分。子どものための教育・保育給付費負担金は、幼稚園相当の１号認

定が基準額の２５％、地方負担分５０％分。３歳以上の２号給付も基準額の２５％、３

歳未満の３号認定が２１.１４％で１,１８７万１,０００円の計上となっております。 

 ２目衛生費負担金は、１節保健衛生費負担金の療育医療費負担金１万３,０００円で、
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前年同額。 

 ２項道補助金１目総務費補助金も９９万５,０００円で、前年同額。１節総務管理費補

助金の地域づくり総合交付金は防災備蓄品整備に係ります２分の１の補助、無線システ

ム普及支援事業補助金につきましては移動通信等鉄塔施設整備事業費の起債償還に対す

る補助金でありまして１４万５,０００円、地方創生推進交付金事業につきましてはＵＩ

Ｊターン新規就業支援１世帯分で４分の１の補助。 

 ２目民生費補助金は１,１５４万７,０００円、前年比１７万２,０００円の減額の計上

で、１節社会福祉費補助金の重度心身障害者医療費補助金から次のページの乳幼児医療

費補助金までが２分の１の補助金であります。地域生活支援事業費補助金につきまして

は４分の１の補助、老人クラブ運営事業費補助金は基準額の３分の２の補助、権利擁護

人材育成事業補助金は１０割補助、冬期生活支援事業補助金は１００万円を上限とする

２分の１の補助となっております。２節児童福祉費補助金は、子ども・子育て支援交付

金で、国庫補助と同額の計上であります。保育料軽減支援事業費補助金は、多子世帯の

保育料軽減措置分で６７万４,０００円の計上となっております。 

 ３目衛生費補助金は２５万２,０００円、前年比１５万９,０００円の減額の計上であ

りまして、健康増進事業費補助金が５万７,０００円、妊産婦安心出産支援事業費補助金

は２分の１の補助。 

 ４目農林水産業費補助金は８,６１６万円で、前年比１,５４７万８,０００円の減額の

計上。１節の農業費補助金は４,８１９万６,０００円で例年同様の計上でありますが、

中山間地域直接支払事業補助金は、前年より１,２８６万７,０００円の減となっており

ます。続きまして、２６ページに移ります。農業次世代人材投資事業補助金は、新規就

農総合支援事業費補助金から次世代農業促進生産基盤整備特別対策事業、農業競争力基

盤強化特別対策事業費から名称が変更となっております。２節の林業費補助金につきま

しても例年同様の計上でありますが、二つ目にあります豊かな森づくり推進事業補助金

につきましては、未来につなぐ森づくり推進事業補助金からの名称変更となっておりま

す。一つ飛んで、小規模治山事業補助金は前年より５００万円の減、一つ飛びまして、

農産漁村地域整備交付金は林道に架かります６路線６橋の橋梁の点検の５１％分の補

助。 

 ５目教育費補助金は２５万４,０００円、前年比２万７,０００円の増額の計上で、地

域学校協働活動事業への補助。 

 商工費補助金につきましては、廃目であります。 

 次のページに移りまして、３項委託金１目総務費委託金から次のページの５目土木費

委託金まで、合わせまして７８２万８,０００円、前年比１７８万６,０００円の増額の

予算計上で、これは権限移譲などによります委託金であります。ほとんど例年同様の計

上でありますが、１目総務費委託金の来年度執行されます知事道議会議員選挙委託金１

６６万６,０００円が新たに加わっております。 
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 ２８ページをお開きください。 

 ２８ページ、１６款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入は４,３５７万２,０

００円、前年比４１万４,０００円の増額の予算計上であります。１節土地建物貸付収入

は例年同様の計上。次のページの２節通信設備貸付収入は、光ファイバー網の貸付収入

で５８０件分であります。 

 ２目利子及び配当金は８７万９,０００円、前年比８２万４,０００円の減額の計上。 

 ３０ページに移りまして、２項財産売払収入１目不動産売払収入は、１節土地売払収

入、２節建物売払収入、共に科目存置であります。 

 ２目物品売払収入は１,１３１万円、前年比４３１万７,０００円の増額の計上で、町

有林素材売払収入６３９万６,０００円と町有林立木売払収入４９１万４,０００円であ

ります。 

 １７款１項寄附金１目一般寄附金、２目指定寄附金は、共に科目存置。 

 １８款繰入金１項特別会計繰入金１目介護保険事業勘定特別会計繰入金は３５万３,０

００円、前年比３万１,０００円の増額の予算計上で、保険者機能強化推進交付金分であ

ります。 

 次の３１ページの２項基金繰入金１目財政調整基金繰入金は２億円で、前年同額。 

 ２目減債基金繰入金１億５,０００万円も、前年同額。 

 以下、特定目的基金につきましては、３目ふるさと整備基金繰入金５,３９０万円、前

年比３,４４０万円の増。４目いきいき産業支援基金繰入金７,６９０万円、前年比３,０

７０万円の減。３２ページに移りまして、５目ふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入

金６７０万円、前年比１,３３０万円の減。６目町有林整備基金繰入金１,０００万円は

前年同額。７目地域福祉基金繰入金４,８３０万円、前年比２,１９０万円の増。８目公

共施設等維持管理基金繰入金１億１,５９０万円、前年比３,２３０万円の増。３３ペー

ジに移りまして、９目学校給食センター管理運営基金繰入金２,８１０万円、前年比３３

０万円の増。１０目スポーツ振興基金繰入金５０万円、前年同額。１１目森林環境譲与

税事業基金繰入金４,９６５万６,０００円、前年比１,９１４万４,０００円の増。合わ

せまして７億３,９９５万６,０００円を取り崩し、説明欄に記載のとおりの事業に充当

したいと考えております。 

 なお、令和２年度末から令和４年度末現在の見込額を記入しました基金別積立金の状

況につきましては、議案資料ナンバー３につけてありますので、後ほど御覧いただきた

いと思います。 

 次に、１９款１項１目繰越金は１,０００万円で、前年同額の予算計上であります。 

 ２０款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金も５万円で前年同額。 

 ２目加算金は、科目存置。 

 ２項１目町預金利子は６,０００円、前年比２,０００円の減額の計上であります。 

 次、３４ページに移ります。 
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 ３項貸付金元利収入１目家畜導入貸付金収入は３,０６８万６,０００円、前年比２０

０万５,０００円の増額の計上で、約定償還分であります。 

 ２目貸付金元利収入は１億４,０００円で、前年同額の計上。 

 ３目奨学資金貸付金収入は６４万２,０００円、前年比４万円の増額の計上で、８名分

であります。 

 ４項雑入１目滞納処分費は、科目存置。 

 ２目弁償金は３万３,０００円、前年比６,０００円の減額の計上で、記載のとおりで

あります。 

 ３目雑入は４,６３３万９,０００円、前年比５１８万４,０００円の減額の計上で、ほ

とんどが例年同様の内容となっております。１節介護予防支援報酬は、介護予防サービ

ス計画作成に係る報酬で１６９件分。２節居宅介護支援報酬は、居宅介護サービス計画

作成に係る報酬で４１５件分。３５ページに移りまして、３節高齢者福祉施設負担金

は、福寿荘の入居者、ショートステイの利用者の食事代などの実費負担分。４節学校給

食費等は、小学生９２名、中学生５４名、保育所５２名、教職員等５３名分でありま

す。５節電話使用料、６節電気等使用料は記載のとおりであります。３６ページをお開

きください。７節の雑入につきましては２,２２４万１,０００円、前年比４２１万７,０

００円減額の計上で、主な減額の内容につきましては、説明欄に記載はありませんが、

派遣職員分の共済組合福祉協会負担金１７６万７,０００円、長寿社会づくりソフト事業

費交付金２９８万４,０００円、移住産業研修センター賄い負担金１９２万円などが昨年

計上されて今年計上のないもので、減額の内容となっております。 

 次、３８ページに移ります。 

 ３８ページの上段、過年度収入については、廃目であります。 

 続きまして、２１款１項町債は４億８,０４７万７,０００円で、前年比２億９,１６２

万３,０００円の減額の予算計上であります。借入予定事業につきましては、説明欄を御

覧いただきたいと思います。 

 １目総務債は６,０７０万円で、前年比５,９１０万円の減。 

 ２目衛生債は２９０万円で、前年比１,９１０万円の減。 

 ３目農林水産業債は１億７,３７０万円で、前年比９,８００万円の減。 

 ３９ページ、４目土木債につきましては１億５,９５０万円で、前年比４,９１０万円

の減。 

 ５目消防債は１,４００万円で、皆増。 

 ６目教育債は４,１４０万円で、前年比８５０万円の増。 

 ７目臨時財政対策債は２,８２７万７,０００円で、前年比８,８８２万３,０００円の

減であります。 

 なお、３８ページの１目１節総務債の過疎地域自立促進特別対策事業６,０７０万円分

につきましては、議案説明書、資料ナンバー２２に事業の一覧表をつけておりますの
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で、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 以上で歳入を終わりまして、次に、７ページをお開きください。 

 ７ページは、第２表債務負担行為であります。 

 左から事項、期間、限度額の記載でありまして、北海道市町村備荒資金組合防災資機

材の譲渡代金で、期間は令和５年度から令和８年度まで４０２万円。令和４年度大家畜

特別支援資金利子補給は、令和５年度から令和２９年度まで３７３万６,０００円。令和

４年度陸別町農業近代化資金利子補給は、令和５年度から令和１３年度まで１１３万３,

０００円。令和４年度陸別町中小企業経営安定資金利子補給は、令和５年から令和１４

年度まで２１５万円。陸別町給食センターアイスシェルター借上料は、令和５年度から

令和８年度まで２２９万７,０００円であります。 

 続きまして、第３表地方債であります。 

 まず、起債の目的と限度額でありますが、公営住宅建設事業は６,０８０万円で、事業

の内訳は新町団地公営住宅建設事業。一般単独事業（緊急自然災害防止対策事業）は３,

４７０万円で、事業の内訳は陸別地区小規模治山事業外１２事業で、記載のとおりであ

ります。８ページを御覧ください。過疎対策事業につきましては３億５,６７０万円で、

事業の内訳は過疎地域自立促進特別事業外１７事業で、記載のとおりであります。臨時

財政対策債は２,８２７万７,０００円で、起債の合計額につきましては４億８,０４７万

７,０００円となります。 

 起債の方法は普通貸借又は証券発行、利率は４％以内（ただし、利率の見直しを行っ

た後においては当該見直し後の利率）、償還の方法は借入先の融通条件による。ただ

し、町財政の都合により据置期間の短縮もしくは繰上償還をすることができるでありま

す。 

 以上で議案第２２号の説明を終わりまして、次に、議案第２３号の説明に移ります。 

 議案第２３号令和４度陸別町の国民健康保険事業勘定特別会計予算は、次に定めると

ころによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

 歳出予算の流用。 

 第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

 一時借入金。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の最高額は５,００

０万円と定めるであります。 
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 初めに、議案説明書、資料ナンバー７９をお開きください。 

 この資料につきましては、歳入歳出予算の財源充当の内訳書となっております。歳入

歳出の総額４億４,４２８万４,０００円がこの表により振り分けられております。上段

が歳出の表、その下が歳入の表、下段が歳入内訳となっております。また、資料ナン

バー７８に予算の前年度比較表もつけております。併せて、後ほど御覧いただきたいと

思います。 

 それでは、これより事項別明細書により説明をいたします。 

 歳出から説明したいと思いますので、予算書の１０ページをお開きください。 

 １０ページは、３、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は５６３万８,０００円、前年比２１万円の

増額の予算計上であります。この目は、８節旅費から２４節積立金まで、例年同様の計

上であります。 

 ２目連合会負担金も４６万円、前年比１,０００円の減額で、前年同様の計上でありま

す。 

 続きまして、１１ページの２項徴税費１目賦課徴収費も３１万６,０００円、前年比８

万７,０００円の減額の予算で、１０節需用費から１８節負担金補助及び交付金まで例年

同様の計上。なお、１８節負担金補助及び交付金の十勝圏複合事務組合につきまして

は、税滞納整理機構への負担金で、今年の依頼は１名分であります。 

 ３項１目運営協議会費は２１万１,０００円で前年同額であります。 

 １２ページをお開きください。 

 ２款保険給付費１項療養諸費１目療養給付費は２億２,３００万円、前年比３００万円

の増額の予算計上で、前年度の実績見込額を勘案しての増額であります。 

 ２目療養費は６００万円で前年同額。 

 ３目審査支払手数料も７０万円で前年同額。 

 ２項１目高額療養費は３,４００万円で、前年比２００万円の増額の予算計上で、療養

給付費同様、前年度の実績見込額を勘案しまして増額であります。 

 ２目高額介護合算療養費は１０万円で、前年同額。 

 １３ページの３項出産育児諸費１目出産育児一時金も１２６万円で、前年同額。これ

は３件分の計上であります。 

 ４項葬祭諸費１目葬祭費も３０万円で前年同額、３万円の１０件分の計上でありま

す。 

 続きまして、３款国民健康保険事業費納付金であります。１項１目医療給付費分は７,

４４１万１,０００円、前年比２２３万９,０００円の増額の予算計上。続きまして１４

ページをお開きください。２項１目後期高齢者支援金等分は２,１２６万１,０００円、

前年比３１万５,０００円の減額の計上。３項１目介護納付分につきましては７０４万

１,０００円、前年比８６万円の減額の予算計上で、ここまでは、いずれも１８節負担金
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補助及び交付金、国保事業費納付金であります。 

 ４款１項１目共同事業拠出金は、科目存置。 

 ５款１項１目財政安定化基金拠出金も、災害等の補塡分の町負担分で、科目存置であ

ります。 

 １５ページの６款保健事業費１項１目特定健康診査等事業費４３６万５,０００円、前

年比４２万１,０００円の増額の予算計上で、例年同様の内容であります。なお、１２節

委託料の共同電算処理９万４,０００円は健診データ管理で、受診者３５０人、保健指導

３０人分となっております。次の健康診査等の３９９万６,０００円につきましては、特

定健康診査３２０人分、特定健康診査に係るＣＳＶデータ料２３０人分、陸別診療所受

診者に係る健診項目の提供データ作成で４０件分、商工会健診受診者に係る健診項目の

提供データ作成で１回分、２次健康診査頸動脈エコー検査が４０件分、歯科健診５０人

分などとなっております。 

 ２項１目保健事業費は１,１７１万２,０００円、前年度比４１１万７,０００円の増額

の予算計上であります。１６ページをお開きください。１２節の委託料でありますが、

各種予防接種が６０歳以上７５歳未満の方のインフルエンザ予防接種２００人分の７０

万円、それから高齢者肺炎球菌ワクチン接種１０人分の４万円で、７４万円です。ヘル

スアップ事業関連業務は、新規事業であります。保険者努力支援制度で、予防・健康づ

くりの各種事業に取り組むことで道の交付金を受けることができるというものでありま

して、特定健診受診率向上、重症化予防、適正服薬、生活習慣病予防、地域包括ケアな

どの事業となっております。健康診査等は４０歳未満の健康診査３０人分、会場等設営

は社会福祉協議会が行いますふれあい広場のステージ設置費であります。１９節扶助費

はインフルエンザ予防接種の償還金で１０名分、高齢者肺炎球菌ワクチン接種の償還金

で２名分。なお、１５ページの７節報償費から１６ページ１１節役務費までは、例年同

様の計上であります。 

 ７款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金は８０万円、前年比５０万円の増

額の予算計上で、前年実績により増額での予算措置であります。 

 ２項繰出金１目直営診療施設勘定繰出金は４,９７０万７,０００円、前年比３９７万

８,０００円の減額の計上で、へき地診療所運営分の特別調整交付金の国民健康保険直営

診療施設勘定特別会計への繰出金であります。 

 ８款１項１目予備費は３００万円で、前年同額の計上であります。 

 以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明に移ります。７ページをお開きくださ

い。 

 ７ページ、２、歳入であります。 

 １款１項１目国民健康保険税でありますが、これは北海道において積算されておりま

す。今年度は６,８６４万６,０００円、前年比７４万７,０００円の減額の予算計上であ

ります。１節現年度分が６,８５２万３,０００円、２節滞納分が１２万３,０００円であ
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ります。 

 ２款国庫支出金１項国庫補助金１目災害臨時特例補助金は、科目存置。 

 ３款道支出金１項道負担金１目保険給付費等負担金は３億４,０４０万５,０００円、

前年比５７８万３,０００円の増額の予算計上であります。１節保険給付費等交付金の普

通交付金は、保険給付分２億６,５３６万円の計上。２節保険給付費等交付金の特別交付

金は７,５０４万５,０００円の計上で、保険者努力支援分１８２万５,０００円、特別調

整交付金５,１４９万円、道繰入分２,０６５万４,０００円、次に８ページを御覧いただ

きまして、特定健診等負担金１０７万６,０００円の内訳となっております。なお、特別

調整交付金のうち４,９７０万７,０００円は、へき地診療所の運営分であります。 

 ４款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、国民健康保険基金利子１,００

０円の計上。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は２,９５３万２,０００円、前年比

１６９万７,０００円の増額の予算計上であります。１節保険基盤安定繰入金は、保険税

軽減分１,０８４万３,０００円、保険者支援分６３９万５,０００円。２節未就学児均等

割保険料繰入金２５万２,０００円。３節事務費繰入金は６６９万８,０００円。４節出

産育児一時金等繰入金は８４万円。５節財政安定化支援事業繰入金は３０２万８,０００

円。６節その他一般会計繰入金は１４７万６,０００円で、これは医療費分と高齢者支援

分の減免分であります。 

 ９ページに移りまして、２項基金繰入金１目国民健康保険基金繰入金は、国民健康保

険事業への充当分５６４万７,０００円、前年比５１万３,０００円の増額の予算計上で

あります。 

 ６款１項１目繰越金は、前年度繰越金で、科目存置。 

 ７款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金は、国保税の延滞金で科目存置。 

 ２項１目雑入は、健康診査等個人負担金で５万円の計上であります。 

 以上で議案第２３号の説明を終わりまして、次に、議案第２４号の説明に移ります。 

 議案第２４号令和４年度陸別町の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算は、次

に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

 地方債。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。 

 一時借入金。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は５,０００万円と定めるであります。 
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 この会計の歳入歳出予算資料は、議案説明書、資料ナンバー８０につけてありますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 それでは、事項別明細書の歳出から説明したいと思いますので、予算書の１１ページ

をお開きください。 

 １１ページ、３、歳出であります。 

 １款総務費１項施設管理費１目一般管理費は３億２３０万円、前年比６５１万円の増

額の予算計上であります。１４ページまでお進みいただきたいと思います。１４ページ

の１２節委託料のうち、下から二つ目の看護業務でありますが、昨年の補正予算で計上

しまして、以降、看護師２名分の看護業務を委託により行ってきておりますが、昨年１

年間も看護師の応募がなく、不足している状況でありますので、新年度におきましても

引き続き２名分の委託料を計上するものであります。１５ページのほうを御覧くださ

い。１４節工事請負費の診療所改修につきましては、昨年から実施しております屋上の

防水改修工事４５６万２,０００円の計上であります。議案説明書、資料ナンバー４１に

保健センターのときに説明しました保健センター・診療所屋上防水改修工事箇所図がつ

けてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。その次の１７節備品購入費、

管理用備品ににつきましては、診療所内の消火器２本の更新であります。この目におき

ましては、そのほかの１１ページの１節報酬から１６ページの１８節負担金補助及び交

付金まで、例年同様の計上となっております。 

 １６ページをお開きください。 

 ２項１目研究研修費は１４１万２,０００円、前年比５万８,０００円の減額の予算計

上で、内容につきましては例年同様であります。 

 ２款医業費１項医業費１目医療用機械器具費は１,６２６万円、前年比９９５万円の増

額の予算計上であります。１０節需用費は前年同額。１７節備品購入費の医療用備品に

ついてでありますが、これは議案説明書、資料ナンバー８１に備品購入一覧をつけてお

ります。御覧いただきたいと思います。 

 資料ナンバー８１の上から順に説明をいたしますと、超音波画像診断装置、いわゆる

エコーの器械でありますが、平成２６年に購入しまして７年が経過しております。その

次のｉ－ＳＴＡＴアナライザーは血糖値測定器で、平成２３年に購入して１０年が経過

しております。その下、薬用冷蔵ショーケースは平成２９年購入で６年が経過、コンパ

クト視力計は平成５年に購入しまして２３年が経過、いずれも対応年数は超えており、

不具合も生じてきているため、優先して更新しようとするものであります。なお、超音

波画像診断装置につきましては１,４５２万円で、財源としまして、道補助金７２０万円

と過疎債７３０万円を予定しております。 

 それでは、予算書の１６ページにお戻りください。 

 ２目医療用消耗器材費は８９９万８,０００円、前年度比２０９万１,０００円の減額

の予算計上で、１０節需用費から次のページの１２節委託料まで例年同様の計上であり
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ます。 

 １７ページの３目医薬品費は１,０５０万８,０００円、前年比４４０万３,０００円の

減額の予算計上で、この内訳につきましては、医薬品は診療収入の９.５％分として計上

しておりまして７０５万７,０００円、予防接種ワクチンが３４５万１,０００円であり

ます。 

 ４目検査費は、診療収入の３％分、２２２万９,０００円、前年比９９万２,０００円

の減額。 

 ５目寝具費は７１万円、前年比４３万８,０００円の増額で、コロナ対策により寝具の

交換回数を増やしておりますので増額となっております。 

 ２項１目給食費は２０７万５,０００円、前年比１９２万２,０００円の減額の予算計

上で、１０節需用費は例年同様の計上。１７節備品購入費につきましては、電気ポット

１台、ホットプレート１台の更新で４万円の計上であります。議案説明書、資料ナン

バー８１の先ほどの備品購入の一覧に厨房機器の備品についても掲載しております。後

ほど御覧いただきたいと思います。 

 １８ページをお開きください。 

 ３款１項公債費１目元金と２目利子につきましては、合わせまして３９３万円で、前

年同額の予算計上。元金の償還が３８３万７,０００円、利子の償還が１万円、一時借入

金の利子は８万３,０００円であります。 

 ２６ページに、地方債の現在高見込み調書があります。後ほど御覧いただきたいと思

います。 

 ４款１項１目予備費につきましては、前年同額の５０万円の計上であります。 

 この後、１９ページから２５ページにかけまして、給与費明細書をつけておりますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明をいたします。７ページをお開きくだ

さい。 

 ７ページ、２、歳入であります。 

 １款診療収入につきましては、患者数の増減は見込めませんが、診療報酬額の令和３

年度の実績見込額の推計から、１項入院収入は合計で１,０９１万４,０００円、前年比

４８４万５,０００円の減額の予算計上。 

 ２項外来収入につきましては、次のページの８ページの計の欄を御覧いただきたいと

思いますが、合計で６,３３６万８,０００円、前年比８８２万９,０００円の減額の予算

計上であります。 

 ３項その他診療収入１目諸検査等収入は２,３６８万８,０００円、前年比４３１万円

の増額の計上で、１節諸検査等収入の内訳は、事業所健康診査等１,００３万６,０００

円、血液検査等９万６,０００円、予防接種等１,３５５万６,０００円を見込んでおりま

す。 
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 ２款使用料及び手数料１項手数料１目文書料は７４万４,０００円、前年比１１万５,

０００円の増額の予算計上で、内訳は記載のとおりであります。 

 ９ページに移りまして、３款道支出金１項道補助金１目総務費補助金７２０万円は、

超音波画像診断装置の購入補助。 

 ４款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入４７万２,０００円は職員住宅３戸分

で、前年同額。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は１億８,０２８万円、前年比６２３

万６,０００円の増額の計上であります。内訳につきましては、財政対策分が１億７,０

２２万１,０００円、起債償還分が３８４万７,０００円、施設等整備費分は屋上防水改

修工事分で４５６万２,０００円、医療機器等整備分は道補助、起債を除きました備品の

購入費分で１６５万円であります。 

 ２目国保事業勘定特別会計繰入金は４,９７０万７,０００円、前年比３９７万８,００

０円の減額の予算計上で、国民健康保険事業の特別調整交付金、へき地診療所運営費分

であります。 

 １０ページをお開きください。 

 ６款１項１目繰越金は前年度繰越金で、前年同額の１００万円の計上。 

 ７款諸収入１項１目雑入は４２４万９,０００円、前年比４万２,０００円の減額の予

算計上で、１節私用電話料、２節雑入とも例年同様の計上であります。 

 ８款１項町債１目医療債７３０万円は医療機器等整備事業で、超音波画像診断装置の

購入であります。 

 以上で歳入を終わりまして、次に予算書４ページをお開きください。 

 予算書４ページは、第２表地方債であります。 

 起債の目的と限度額につきましては、過疎対策事業で医療機器購入事業７３０万円。

起債の方法、利率、償還の方法につきましては、記載のとおりであります。 

 以上で議案第２４号の説明を終わりまして、次に、議案第２５号の説明に移ります。 

○議長（本田 学君） ２時１５分まで休憩します。 

                           休憩 午後 １時５９分 

                           再開 午後 ２時１３分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、議案第２５号に移りたいと思います。 

 議案第２５号令和４年度陸別町の簡易水道事業特別会計予算は、次に定めるところに

よる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 
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 地方債。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。 

 一時借入金。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は５,０００万円と定めるであります。 

 それでは、これより事項別明細書の歳出から説明をいたします。予算書９ページをお

開きください。 

 ３、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は２,７９９万２,０００円、前年比１,４０

０万１,０００円の増額の予算計上であります。１０ページをお開きください。１２節の

委託料の水道台帳整備の３２３万９,０００円のうち地方公営企業法適用化事業の水道施

設台帳データ構築業務で２５９万６,０００円を計上しております。また、１８節負担金

補助及び交付金のうち９７０万２,０００円が北海道自治体情報システム協議会への地方

公営企業法適用化事業負担金１６２万２,０００円で、インボイス制度導入に伴う上下水

道システムの改修負担金であります。このほか、９ページの１節報酬から１０ページの

２６節公課費まで、例年同様の計上であります。 

 次のページに移りまして、２款施設費１項施設管理費１目施設維持費は５,１９１万

５,０００円、前年比４１万円の減額の予算計上であります。１２ページのほうをお開き

ください。１２節の委託料、下から二つ目の施設設備保守管理には、陸別浄水場のフロ

キュレータ減速機２台と、次亜塩素注入ポンプ２台の機械設備分解整備費７２０万６,０

００円が含まれております。１４節工事請負費の水道管支障移転８８８万８,０００円

は、道営事業のトマム地区農道整備に伴う２２０メートルの配水管支障移転工事で、議

案説明書、資料ナンバー８２に工事箇所図をつけておりますので、後ほど御覧いただき

たいと思います。次の施設改修工事につきましては、昨年の風害によりまして被害のあ

りました陸別浄水場の屋根の修繕でありまして、２３９万８,０００円の計上でありま

す。こちらも議案説明書、資料ナンバー８３に工事箇所図をつけておりますので、後ほ

ど御覧いただきたいと思います。この目では、そのほか、１１ページの８節旅費から１

２ページの２６節公課費まで、例年同様の計上であります。 

 １３ページに移りまして、２目施設新設改良費は廃目。 

 ３款１項公債費１目元金と２目利子は、合わせて１億２,３５９万９,０００円、前年

比４１万５,０００円の増額の予算計上であります。元金の償還が１億１,３８５万４,０

００円、利子の償還が９７２万円、一時借入金の利子は２万５,０００円であります。 

 ２１ページには、地方債の現在高見込み調書がありますので、後ほど御覧いただきた

いと思います。 

 ４款１項１目予備費は、前年同様の２００万円の計上であります。 
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 １５ページから２０ページにかけまして、給与費明細書をつけておりますので、後ほ

ど御覧いただきたいと思います。 

 以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明をいたします。７ページをお開きくだ

さい。 

 ７ページの２、歳入であります。 

 １款使用料及び手数料１項使用料１目水道使用料は１,０９１件分で５,１７０万円の

予算計上であります。 

 ２項手数料１目水道手数料は８万円の計上で、１節設計手数料のうち新設工事審査手

数料とその他の工事審査手数料で、それぞれ５件分。２節指定手数料は、給水装置工事

事業者指定申請書審査手数料で２件分。 

 ２款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入は、科目存置。 

 ３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は１億２,９１１万３,０００円、前

年比９０万７,０００円の減額の予算計上であります。内訳は、建設改良費分が６,５１

２万３,０００円、高料金対策分が３,５０１万３,０００円、財政対策分が２,８９２万

円、地方公営企業法の適用に要する経費分５万７,０００円であります。 

 ８ページをお開きください。 

 ４款１項１目繰越金は前年度繰越金で、前年同額の５０万円の計上。 

 ５款諸収入１項１目雑入は７７１万２,０００円、前年比４３７万９,０００円の増額

の計上で、内訳は説明欄に記載のとおりであります。その中で一つ目の建物災害共済金

は陸別浄水場の風害によります屋根破損の係る５０％分の保険金、四つ目の水道管移設

等補償費は道営事業のトマム地区農道整備に伴う配水管支障移転に係る補償費でありま

す。 

 ６款１項町債１目簡易水道事業債１,６４０万円の計上は、配水管整備事業４２０万円

と、地方公営企業法適用化事業１,２２０万円であります。 

 以上で、歳入は終わります。 

 続きまして、４ページをお開きください。 

 ４ページは、第２表地方債であります。 

 起債の目的と限度額につきましては、過疎対策事業が配水管整備事業で２１０万円、

簡易水道事業が配水管整備事業で２１０万円と地方公営企業法適用化事業が１,２２０万

円の合わせて１,４３０万円。起債の方法、利率、償還の方法は、記載のとおりでありま

す。 

 以上で議案第２５号の説明を終わりまして、次に、議案第２６号の説明に移ります。 

 議案第２６号令和４年度陸別町の公共下水道事業特別会計予算は、次に定めるところ

による。 

 歳入歳出予算。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入
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歳出予算」による。 

 地方債。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことのできる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。 

 一時借入金。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は５,０００万円と定めるであります。 

 それでは、これより事項別明細書の歳出から説明いたします。予算書１０ページをお

開きください。 

 １０ページ、３、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は１,４３９万４,０００円、前年比８０７

万２,０００円の減額の予算計上であります。昨年は、下水道台帳整備のためのデータ構

築と固定資産台帳整備を実施しておりまして、これらが今年はないということで、それ

が主な原因となっております。このほか、２節給料から次のページの２６節公課費ま

で、例年同様の計上であります。 

 １１ページに移りまして、２款施設費１項施設管理費１目施設維持費は５,２０４万

８,０００円、前年比３０３万４,０００円の減額の計上であります。１２ページのほう

をお開きください。下段になります１７節備品購入費の管理用備品につきましては、水

道メーター３戸、浄化センター用の消火器８本の更新であります。そのほか、１１ペー

ジの１０節需用費から１２ページの１２節委託料まで、例年同様の計上であります。 

 １３ページに移りまして、３款事業費１項下水道整備費１目下水道建設費は１,２９３

万５,０００円、前年比９１０万円の増額の予算計上であります。８節旅費及び１０節需

用費は、例年同額。１２節委託料は、機器更新工事に伴います実勢価格調査で６０万

円。１４節工事請負費は、公共汚水桝３か所の新設で１６５万円、浄化センターの汚泥

脱水設備の更新で１,０５０万円の計上であります。なお、議案説明書、資料ナンバー８

４に浄化センターの機器更新事業箇所図がありますので、後ほど御覧いただきたいと思

います。 

 ４款１項公債費１目元金と２目利子は、合わせて５,８４３万３,０００円、前年比２

３３万１,０００円の増額の予算計上であります。元金の償還が５,３１３万１,０００

円、利子の償還が５２７万７,０００円、一時借入金の利子は２万５,０００円を計上し

ております。 

 ２０ページに、地方債の現在高見込み調書がありますので、後ほど御覧いただきたい

と思います。 

 １４ページをお開きください。 

 ５款１項１目予備費につきましては、前年同額の１００万円を計上しております。 

 それから、１５ページから１９ページにかけましては、給与費明細書をつけておりま
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すので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明を行います。７ページをお開きくださ

い。 

 ７ページ、２、歳入であります。 

 １款分担金及び負担金１項分担金１目下水道事業分担金は、２４戸の受益者分担金で

６０万円の予算計上であります。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料１目下水道使用料は、８３７件分で２,５３０万円の

計上。 

 ２項手数料１目下水道手数料６万２,０００円の予算計上は、１節下水道手数料が業者

指定手数料１件分、新設工事審査手数料５件分、その他工事審査手数料３件分でありま

す。 

 ３款国庫支出金１項国庫補助金１目下水道事業補助金は５５０万円の予算計上で、浄

化センターの機器更新事業の補助金であります。 

 ８ページをお開きください。 

 ４款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入は、科目存置。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は１億１２４万７,０００円、前年比

４０万円の減額の予算計上であります。内訳は、高資本費対策分が７６７万２,０００

円、建設改良分４２８万６,０００円、財政対策分４,３４４万円、分流式下水道に要す

る経費分４,４８７万９,０００円、地方公営企業法の適用に要する経費分が９７万円で

あります。 

 ６款１項１目繰越金は前年度繰越金で、前年同額の５０万円の計上。 

 ７款１項町債１目下水道事業債は５６０万円の予算計上で、特定環境保全公共下水道

事業４４０万円、地方公営企業法適用化事業１２０万円の計上であります。 

 以上で歳入を終わりまして、次に、予算書４ページをお開きください。 

 予算書４ページは、第２表地方債であります。 

 起債の目的と限度額でありますが、過疎対策事業２２０万円は特定環境保全公共下水

道事業、下水道事業は３４０万円で、特定環境保全公共下水道事業２２０万円と地方公

営企業法適用化事業の１２０万円であります。起債の方法、利率、償還の方法は、記載

のとおりとなっております。 

 以上で議案第２６号の説明を終わりまして、議案第２７号の説明に移ります。 

 議案第２７号令和４年度陸別町の介護保険事業勘定特別会計予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

 歳出予算の流用。 
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 第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

 一時借入金。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は５,０００万円と定めるであります。 

 それでは、これより事項別明細書により説明をいたします。 

 歳出から説明いたしますので、１１ページをお開きください。 

 ３、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は１１万２,０００円で、前年同額の予算計

上であります。８節旅費から２２節償還金利子及び割引料まで、例年同様。 

 ２項１目賦課徴収費も２４万５,０００円で、例年同様。 

 ３項１目介護認定審査会費も２２６万９,０００円で、前年比５万１,０００円の減額

ですが、例年同様の予算計上であります。 

 １２ページをお開きください。 

 ２目認定調査費は、認定調査を１４０件見込みまして６２万１,０００円の計上であり

ます。 

 ２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目居宅介護サービス給付費は、１３３名

分、１億２,１４５万２,０００円。 

 ２目居宅介護サービス計画給付費は、４９件分、７６９万２,０００円。 

 ３目施設介護サービス給付費は、特別養護老人ホームが４０名、老人保健施設が４名

の４４名分、１億２,７３５万８,０００円。 

 ４目居宅介護福祉用具購入費は、５件分、４５万円。 

 ５目居宅介護住宅改修費も、５件分で９０万円の計上であります。 

 １３ページに移りまして、２項介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費

は、１７名分、２５５万１,０００円。 

 ２目介護予防サービス計画給付費は、１１件分、６５万５,０００円。 

 ３目介護予防福祉用具購入費は、５件分、４５万円。 

 ４目介護予防住宅改修費は、３件分、５４万円。 

 ３項その他の諸費１目審査支払手数料は１７万３,０００円、前年比２万１,０００円

の増額の計上であります。。 

 次に、１４ページに移ります。 

 ４項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費は、４６名分、５８０万７,０００

円。 

 ２目高額介護予防サービス費は、科目存置。 
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 ５項高額医療合算介護サービス等費１目高額医療合算介護サービス費は、６１名分、

３３２万８,０００円。 

 ２目高額医療合算介護予防サービス費は、科目存置。 

 ６項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費は、４３名分、１,８

２２万６,０００円の計上であります。 

 １５ページに移りまして、２目特例特定入所者介護サービス費、３目特定入所者介護

予防サービス費、４目特例特定入所者介護予防サービス費は、いずれも科目存置であり

ます。 

 次に、３款地域支援事業費１項１目介護予防・生活支援サービス事業費は６３１万４,

０００円。１２節委託料及び１８節負担金補助及び交付金は、いずれも例年同様の計上

であります。なお、１２節の委託料の総合事業委託料は、訪問型サービスＡの利用６名

で、延べ６８４回分の利用を見ております。１８節負担金補助及び交付金の第１号事業

給付費は、訪問介護で６名、延べ６１名分、通所介護で１７名、延べ１３２名分の利用

を見込んでおります。 

 ２目介護予防ケアマネジメント事業費は２５万７,０００円、前年比１０万円の増額の

計上で、１２節委託料は、総合事業委託料３９件分で２０万４,０００円。次に、１６

ページをお開きください。１８節の負担金補助及び交付金は、第１号介護予防支援事業

費で、延べ１２人分、５万３,０００円の計上。 

 ２項１目一般介護予防事業費は７４万３,０００円で、例年同様の計上であります。な

お、１２節委託料の介護予防事業は、社協への委託事業で、ふまねっと運動、地域リハ

ビリテーション活動事業、これは理学療法士の招聘であります。現在、足寄町国保病院

に委託しておりますが２６万４,０００円の計上であります。 

 ３項包括的支援事業・任意事業費１目包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費も

９４万２,０００円で、例年同様の計上であります。こちらも、１２節の委託料になりま

すが、介護予防サービス計画作成料は町居宅介護支援事業所７７件分となっておりま

す。 

 １７ページに移ります。 

 ２目任意事業費も１７０万７,０００円で、例年同様の計上であります。１１節役務費

の成年後見制度利用支援申立費は、１名分、１０万９,０００円。１２節委託料の任意事

業は、社協が実施します給食サービスで、年間で延べ１,８６０食の利用を見込みまして

１０３万８,０００円。ケアプランの点検事業などで２０万５,０００円。１９節扶助費

の支援費、地域生活支援費につきましては成年後見制度利用に係る報酬助成で３３万６,

０００円の計上であります。 

 ３目認知症総合支援事業費１０２万８,０００円で、例年同様の計上。１２節委託料の

認知症総合支援業務につきましては、認知症カフェ実施の社協への委託であります。 

 １８ページをお開きください。 
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 ４目の生活支援体制整備事業費４７５万７,０００円は、生活支援コーディネーター業

務の社協への委託。 

 ５目在宅医療・介護連携事業費１１万円の計上は、医療介護関係者の研修の委託であ

りまして、ケアプランの演習を予定しております。 

 ４項その他諸費１目審査支払手数料は、総合事業に係る審査支払手数料で１万３,００

０円の計上。 

 ４款１項基金積立金１目介護給付費準備基金積立金は、１,０００円の計上でありま

す。 

 ５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目第１号被保険料還付金は、前年同額の１

０万円の計上。 

 ２目介護給付費負担金等返還金は、科目存置。 

 １９ページに移りまして、２項繰出金１目他会計繰出金は、保険者機能強化推進交付

金の一般会計の繰出金３５万３,０００円の計上であります。 

 ６款１項１目予備費１００万円は、前年同額の計上であります。 

 以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明を行います。７ページをお開きくださ

い。 

 ７ページの歳入でありますが、歳入の説明の前に、歳出に係ります財源充当の説明資

料としまして、議案説明書、資料ナンバー８５に介護給付費財源充当資料、資料ナン

バー８６に地域支援事業財源充当資料をつけておりますので、後ほど御覧いただきたい

と思います。 

 それでは、２、歳入であります。 

 １款１項介護保険料１目第１号被保険者保険料は５,００２万５,０００円の予算計上

であります。１節現年度分４,９９２万５,０００円は、普通徴収保険料６９名分、特別

徴収保険料は７９３名分。２節滞納繰越分１０万円は、前年同額の計上であります。 

 ２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金は、介護給付費の２０％、施設

分１５％分の５,１５４万５,０００円の計上。 

 ２項国庫補助金１目調整交付金は、介護給付費の８.５％分の２,４４９万２,０００円

の計上。 

 ２目地域支援事業交付金４９２万９,０００円は、介護予防・日常生活支援総合事業の

２５％分、１７８万４,０００円、介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業

の３８.５％分、３１４万５,０００円の計上であります。 

 ３目保険者機能強化推進交付金は３５万３,０００円。 

 ４目保険者努力支援交付金は３４万円の計上であります。 

 続きまして、８ページに移ります。 

 ３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金は、介護給付費の１２.５％、施設分

の１７.５％分の４,２５５万９,０００円の計上。 
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 ２項道補助金１目地域支援事業交付金２４６万３,０００円は、介護予防・日常生活支

援総合事業の１２.５％分、８９万２,０００円、介護予防・日常生活支援総合事業以外

の地域支援事業の１９.２５％分、１５７万１,０００円の計上。 

 ４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金は、介護給付費の２７％分、７,８１８

万円の計上。 

 ２目地域支援事業支援交付金１９２万８,０００円も、同じく２７％分の計上でありま

す。 

 ５款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、１,０００円の計上でありま

す。 

 ９ページに移りまして、６款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は４,７８９

万６,０００円の予算計上であります。１節介護給付費繰入金は、介護給付費の１２.５

％で３,６１９万円。２節事務費繰入金は４２４万２,０００円。３節地域支援事業繰入

金は、介護予防・日常生活支援総合事業の１２.５％と事務費を合わせまして９０万３,

０００円、介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業の１９.２％分と事務費

を合わせて１５８万１,０００円。４節低所得者保険料軽減繰入金が４９８万円の計上で

あります。これには、国の２分の１、道の４分の１の負担があります。 

 ２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金は４８９万８,０００円の計上。 

 ７款１項１目繰越金は前年度繰越金で、科目存置。 

 次に、８款諸収入１項延滞金及び過料１目第１号被保険者延滞金と、１０ページに移

りまして、２目の第１号被保険者過料につきましては、科目存置。 

 ２項雑入１目滞納処分費、２目の第三者納付金、３目の返納金につきましても、科目

存置。 

 ４目雑入５４万５,０００円は、１節雑入で介護扶助審査判定業務費。これはケアプラ

ン作成でありまして、７７件分、３６万８,０００円。総合事業利用者負担金は、訪問型

サービスＡの利用に係る１０％分の利用者負担金１７万７,０００円の計上であります。 

 以上で議案第２７号の説明を終わりまして、次に、議案第２８号の説明に移ります。 

 議案第２８号令和４年度陸別町の後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところ

による。 

 歳入歳出予算。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

 一時借入金。 

 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は２,０００万円と定めるであります。 

 これより、事項別明細書で説明をいたします。 

 歳出から説明いたしますので、９ページをお開きください。 
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 ９ページ、３、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は２７４万８,０００円の予算計上でありま

す。８節旅費から１９節扶助費まで、例年同様の計上となっております。なお、１２節

の委託料でありますが、健康診断等は８０人分、各種予防接種は、インフルエンザ予防

接種で４００人分、高齢者肺炎球菌予防接種で２０人分、共同電算処理は６２１通分の

計上であります。１９節扶助費の定期予防接種費助成は、インフルエンザ予防接種が２

０名分、高齢者肺炎球菌予防接種分が２人分の計上であります。 

 次に、１０ページに移ります。 

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金は４,４５１万６,０００円の計上であり

ます。１８節負担金補助及び交付金は、全て広域連合への納付金でありまして、事務費

負担金が２０７万１,０００円、保険料等負担金は、保険料分が２,８４６万４,０００

円、保険基盤安定分が１,３９８万１,０００円であります。 

 ３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金の１０万円、２目還付加算

金１万円は、いずれも前年同額。 

 ４款１項１目予備費３０万円も、前年同額の計上であります。 

 以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明を行います。７ページをお開きくださ

い。 

 ７ページ、２、歳入であります。 

 １款１項後期高齢者医療保険料は、被保険者５４０名分であります。 

 １目特別徴収保険料は１,５６３万６,０００円の予算計上で、保険料総額の５５.２９

％分となっております。 

 ２目普通徴収保険料は１,２８２万８,０００円の計上で、１節現年度分は４４.７１％

分と過年度分の１万円。２節滞納繰越分が１７万４,０００円の計上であります。 

 ２款広域連合支出金１項１目広域連合交付金は、新設科目で１１４万円の予算計上で

あります。長寿・健康増進事業補助金につきましては、インフルエンザワクチン予防接

種分の７０％補助１０９万５,０００円、特別調整交付金は、広報紙掲載費用分４万５,

０００円であります。 

 ３款繰入金１項他会計繰入金１目事務費繰入金は３３９万８,０００円の計上で、内訳

につきましては、広域連合事務費負担分が２０７万１,０００円、インフルエンザ予防接

種分が４４万３,０００円、高齢者肺炎球菌予防接種分が２万７,０００円、その他の事

務費分が８５万８,０００円となっております。 

 ２目保険基盤安定繰入金１,３９８万１,０００円は、道負担分が４分の３、町負担分

が４分の１であります。 

 ８ページをお開きください。 

 ４款諸収入１項延滞金及び過料１目延滞金は、科目存置。 

 ２項償還金及び還付加算金１目保険料還付金の１０万円と２目還付加算金１万円の計
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上は、広域連合からの補塡分で、歳入歳出同額の計上となっております。 

 ３項１目雑入５８万円は、広域連合からの健康診査に係る助成金であります。なお、

議案説明書、資料ナンバー８７に、この会計の予算の流れが分かりますフロー図がつけ

てありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 以上で、議案第２２から議案第２８号までの説明を終わります。以後、御質問により

お答えしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） 副町長におかれましては、大変お疲れさまでした。 

──────────────────────────────────── 

◎延会の議決 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） お諮りします。 

 本日の会議は、これで延会にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本日は、これで延会することに決定しました。 

─────────────────────────────────── 

◎延会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 本日は、これにて延会します。 

延会 午後 ２時４６分   
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 以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

 

  議長 

 

 

  議員 

 

 

  議員 

 

 

 


